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平成31年武道振興大会

第１回外国人留学生等対象国際武道文化セミナー
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ニュース

　

平
成
��
年
武
道
振
興
大
会
（
主
催
＝
武

道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本

武
道
館
）
が
３
月
６
日
に
東
京
・
憲
政
記

念
館
で
、
武
道
議
員
連
盟
会
員
の
国
会
議

員
、
武
道
関
係
者
���
名
が
出
席
し
、
開
催

さ
れ
た
。
大
会
で
は
、
中
学
校
武
道
授
業

に
関
し
、
複
数
種
目
実
施
の
モ
デ
ル
事
業

を
行
う
こ
と
、
古
武
道
の
文
化
財
指
定
を

推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
決
議
文

が
採
択
さ
れ
、
山
谷
え
り
子
武
道
議
員
連

盟
副
会
長
か
ら
柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣

へ
手
渡
さ
れ
た
。

　

武
道
振
興
大
会
は
三
藤
芳
生
日
本
武
道

館
常
任
理
事
・
事
務
局
長
の
司
会
進
行
で

進
め
ら
れ
、
丹
羽
秀
樹
武
道
議
員
連
盟
理

事
・
事
務
局
長
の「
本
日
は
お
忙
し
い
中
、

日
本
全
国
か
ら
武
道
を
愛
す
る
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
武
道
振
興
・
発
展
に
向

け
て
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
い
う
開
会
宣
言
で
幕
が
開

か
れ
た
。

　

次
に
主
催
３
団
体
を
代
表
し
、
江
渡
聡

徳
武
道
議
員
連
盟
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
全
国
各
地
か
ら
武
道
関
係
者
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
で
き
る

こ
と
を
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

武道全９種目を
幅広く実施しよう

ฏ ��ಓৼڵେձ

தֶߍ
ಓतۀ

江渡聡徳武道議員連盟会長による挨拶
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続
い
て
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
協
議

会・日
本
武
道
館
会
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
今
年
も
恒
例
の
武
道
振
興
大
会
を
行
い

ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
来
賓
の
皆
様
、
そ
し

て
大
勢
の
関
係
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
盛
大
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
大
変

あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
武
道
関

係
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常

日
頃
か
ら
武
道
振
興
の
た
め
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
合
わ
せ
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。『
武
道
は
礼
に
始
ま

っ
て
礼
に
終
わ
る
、
武
道
を
修
練
す
る
中

で
、
心
と
体
を
鍛
え
る
、
人
間
が
行
く
べ

き
道
を
求
め
る
』。
こ
の
素
晴
ら
し
い
武

道
を
子
ど
も
達
の
教
育
に
活い

か
さ
な
い
手

は
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
多
く

の
武
道
家
の
熱
望
の
結
果
、
平
成
24
年
度

か
ら
中
学
校
で
武
道
必
修
化
が
成
立
し
、

日
本
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
武
道
に
触
れ
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
状
況
を
将
来
に
向
か

っ
て
作
る
と
い
う
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
仏
を
作
っ
た
以
上
、
魂
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
武
道
の
真

髄
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
の

武
道
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
が
絶
対
に

必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
柔
道
・
空
手
道
の

２
種
目
が
正
式
種
目
に
な
り
ま
し
た
。
選

手
の
皆
様
に
は
、
大
い
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
そ
の
他
の
武
道
に
お
か

れ
ま
し
て
も
こ
の
機
会
に
世
界
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
武
道
関
係
者

の
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
努
力
と
ご
健
闘

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

次
に
、
山
谷
え
り
子
武
道
議
員
連
盟
副

会
長
が
元
気
に
大
会
決
議
を
読
み
上
げ
る

と
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
柴

山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣
へ
手
渡
さ
れ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大

臣
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

年
度
の
予
算
で
中
学
校
に
お
い
て
の
外
部

指
導
者
を
活
用
し
た
武
道
複
数
種
目
実
施

に
つ
い
て
文
部
科
学
省
・
ス
ポ
ー
ツ
庁
の

方
々
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
モ
デ
ル
校
が
指
定
さ
れ
、
順

次
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
、
こ
れ
か
ら
も
中
学
校
に
お
け

る
複
数
種
目
の
実
施
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
よ
り
よ
い
社
会
人
に
な
る
た
め
に
は

心
を
鍛
え
る
武
道
が
重
要
で
す
。
関
係
者

の
皆
様
、
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

山谷えり子武道議員連盟副会長（左）から
柴山昌彦文部科学大臣へ決議文が手渡された

江渡聡徳武道議員連盟会長高村正彦日本武道協議会・日本武道館会長柴山昌彦文部科学大臣
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ニュース

文
科
大
臣
へ
武
道
必
修
化
と
モ
デ
ル
事

業
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
、
回
答

に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。

◎
柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣

「
現
在
、
武
道
の
普

及
・
振
興
施
策
の
強
化

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
、
武
道
に

対
す
る
理
解
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
げ

て
い
く
と
い
う
普
及
啓
発
活
動
が
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
複
数
種
目
の
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
と
し

て
予
算
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
武
道
授
業

を
行
う
連
盟
団
体
も
、
学
校
と
連
携
し
、

人
材
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
各
武
道
団
体
の
代
表
者
挨
拶
が

順
次
行
わ
れ
た
あ
と
、
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
の
直
筆
署
名
に
よ
る
祝
辞
文
が
高

村
正
大
武
道
議
員
連
盟
事
務
局
次
長
よ
り

代
読
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理

事
長
が
、「
本
年
も
武
道
議
員
連
盟
、
日

本
武
道
協
議
会
、
日
本
武
道
館
の
３
者
が

力
を
合
わ
せ
て
文
部
科
学
省
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
武
道
振
興
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
ご
協
力
を
お

「
武
道
振
興
大
会
の
ご
開
催
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
武
道
議
員
連
盟

の
先
生
方
、
武
道
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
関
し
ま
し
て
、
改
め
て
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
非
常
に
素
晴
ら
し

い
決
議
を
手
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
も
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
先
ほ
ど
、
江
渡
先
生
や
高
村
先
生

か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本

人
に
と
っ
て
武
道
は
伝
統
文
化
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
日
本
の
屋
台
骨
、
私
た
ち
の

礼
節
や
考
え
方
を
決
定
づ
け
る
、
世
界
に

展
開
し
て
い
く
べ
き
誇
り
の
あ
る
競
技
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
武
道
の
必
修
化
を
魂

の
入
れ
た
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
２
０
２
１
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
し
い
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
、
９
武
道
を
明
記
し
た
こ
と

が
上
手
く
実
践
さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
環

境
整
備
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
そ
れ

と
と
も
に
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
・
調
査

の
実
現
化
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
と
も
に
武
道
振
興
に

よ
り
一
層
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

政
務
の
都
合
上
、
柴
山
文
部
科
学
大
臣

は
こ
こ
で
中
座
。
会
場
を
後
に
す
る
柴
山
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願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
、
乾
杯
の
発
声
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
の
歓
談
の
時

間
と
な
り
、
武
道
振
興
・
普
及
に
携
わ
る

者
同
士
と
し
て
、
親
交
を
深
め
た
。

　

最
後
に
、
高
村
正
大
武
道
議
員
連
盟
事

務
次
長
が
閉
会
宣
言
を
行
い
、
大
会
は
盛

会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

♢

　

今
回
の
振
興
大
会
で
今
里
讓
ス
ポ
ー
ツ

庁
次
長
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
施
策
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。

◎
今
里
讓
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長

「
中
学
校
武
道
必
修
化
の
課
題
は
、
一
部

の
武
道
に
偏
る
（
剣
道
や
柔
道
）
傾
向
が

あ
る
の
で
、
他
の
武
道
種
目
に
つ
い
て
も

多
様
な
形
で
子
ど
も
達
が
触
れ
る
機
会
を

作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
複
数
の
種
目
が

で
き
る
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
る
の
で
、
そ

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
武
道
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。
外
国
の
方

に
日
本
に
来
て
い
た
だ
く
、
ま
た
日
本
か

ら
海
外
へ
武
道
の
普
及
を
す
る
こ
と
が
今

後
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
機
会
を
提

供
す
る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
こ

れ
か
ら
武
道
団
体
や
関
係
者
の
方
々
と
協

力
し
、
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

　

我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、

世
界
有
数
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
十
年
来
、
国
際

情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国
力
の
低
下
が
目
立
ち
、
少
子
高
齢
化

や
道
徳
心
の
乱
れ
が
相
俟
っ
て
、
国
家
、
社
会
の
将
来
を
暗
い
も
の

に
し
つ
つ
あ
る
。
八
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
爪
痕
は
深
く
、
復
旧
・

復
興
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
国
は
国
家
再
生
へ
向
け
、「
国
と
郷
土
を
愛
す
る

心
、
公
共
の
精
神
、
生
命
、
伝
統
や
文
化
の
尊
重
」
を
盛
り
こ
ん
だ

教
育
基
本
法
の
改
正
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
六
年
前
に
は
、
東
京
で

二
〇
二
〇
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
。
誠
に
、
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
、
武
道
は
、
国
民
精
神
の
根
源
、
即
ち
武
士
道
精
神
の
真

髄
を
基
調
と
す
る
、
体
・
徳
・
知
を
一
体
と
し
て
は
ぐ
く
む
我
が
国

固
有
の
伝
統
文
化
で
、
文
武
両
道
、
質
実
剛
健
を
旗
印
と
す
る
国
家
、

社
会
の
繁
栄
と
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
人
間
形
成
の
道
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
主
眼
と
す
る
、
平
成

二
十
四
年
度
完
全
実
施
の
中
学
校
武
道
必
修
化
を
成
功
さ
せ
る
と
と

も
に
、
武
道
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
左
記
事
項

の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一　

中
学
校
武
道
必
修
化
に
関
し
、
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施

に
向
け
、
武
道
全
九
種
目
が
幅
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
外
部

指
導
者
を
活
用
し
た
複
数
種
目
実
施
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
国
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
行
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。

二　

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の

成
功
に
向
け
、
実
施
種
目
と
な
っ
た
柔
道
、
空
手
道
へ
の
支
援
・

助
成
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
会
場
と
な
る
日
本
武
道

館
の
建
物
・
設
備
の
増
改
修
工
事
に
最
大
限
の
支
援
・
助
成
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
を
確
か
な
も
の

と
す
る
た
め
、
日
本
武
道
代
表
団
や
武
道
指
導
者
の
海
外
派
遣

事
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
海
外
日
本
人
学
校
に
お
け
る
武
道

必
修
化
の
内
容
充
実
に
向
け
、必
要
な
支
援
、助
成
を
行
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　

決　

議

三　

中
学
校
武
道
必
修
化
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、

指
導
者
の
条
件
整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

　
　

特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成
大
学
で
武
道
を
必
修

化
し
、
中
学
校
教
員
採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し
て
位

置
付
け
る
と
と
も
に
、
武
道
有
段
者
の
学
生
を
積
極
採
用
す
る

よ
う
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。
さ

ら
に
、
充
実
し
た
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導

者
を
各
中
学
校
に
配
置
し
、
処
遇
改
善
を
図
っ
て
、
指
導
に
万

全
を
期
す
る
こ
と
。
ま
た
、
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
体
育
教

員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者
講
習
会
を
、
関
係
武
道
団
体
の

協
力
を
得
て
、
実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た
っ
て
は
、
時
間

数
を
増
や
し
、
複
数
種
目
の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら

で
は
の
教
育
効
果
が
上
が
る
「
礼
」
を
重
視
し
た
指
導
を
徹
底

す
る
こ
と
。
こ
れ
に
関
わ
る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修
会
や

指
導
法
研
究
、
指
導
書
作
成
等
、
関
係
団
体
の
諸
活
動
に
必
要

な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

四　

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校

に
お
け
る
実
践
研
究
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に

応
じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法
研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す

る
こ
と
。

五　

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た

め
、
全
国
都
道
府
県
立
武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援

と
、
各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の
設
置
促
進
に
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
。

六　

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の

保
存
・
継
承
を
図
る
た
め
、
文
化
財
保
護
法
に
、
我
が
国
が
世

界
に
誇
る
「
古
武
道
」
の
名
称
を
明
記
し
、
全
国
各
地
の
古
武

道
の
文
化
財
指
定
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る

と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

七　

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
を
含
め
、

国
の
補
助
制
度
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成

を
図
る
こ
と
。
全
国
の
町
道
場
に
つ
い
て
は
、
維
持
存
続
の
た

め
、
相
続
税
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者

に
よ
っ
て
共
催
す
る
武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
六
日



6

ニュース

◎
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
専
務
理
事

「
①
現
在
の
平
均
授
業
時
数
の
10
時
間
で

は
、
本
当
の
柔
道
の
魅
力
を
伝
え
切
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
授
業
時
間
の

確
保
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
時
間
で
も
柔

道
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め
の
指
導
内
容

の
工
夫
と
、
用
具
面
で
は
畳
の
調
達
が
課

題
で
す
。

②
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向
上
支
援
事

業
で
は
、
外
部
指
導
者
と
し
て
各
都
道
府

県
に
お
け
る
指
導
者
リ
ス
ト
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
深
く

柔
道
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
幅
広
く
技

を
紹
介
し
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
を
示
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」

◎
全
日
本
剣
道
連
盟
・
福
本
修
二
副
会
長

「
①
剣
道
連
盟
で
は
、
普
及
委
員
会
学
校

教
育
部
会
を
中
心
に
教
育
現
場
や
講
習
会

参
加
者
か
ら
の
声
に
対
し
、
生
徒
が
剣
道

を
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
授
業

内
容
を
目
指
し
、
日
々
研
究
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
防
具
の
あ
る
場
合
と
、
な
い

場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
現
場
に
あ
っ
た

授
業
が
展
開
で
き
る
指
導
案
を
作
成
し
て

♢
各
武
道
代
表
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
各
連
盟
・
団
体
の
代
表
者
に
①
中
学
校
武
道
必
修
化
の
現
状
と
課
題
、
②
武
道
の
複
数
種
目

を
選
択
す
る
「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
に
関
す
る
協
力
方
策
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

全日本柔道連盟
中里壮也専務理事

全日本剣道連盟
福本修二副会長

全日本弓道連盟
岡本仁専務理事

日本相撲連盟
田中英壽副会長

全日本空手道連盟
笹川堯会長

合気会
植芝守央理事長

少林寺拳法連盟
川島一浩会長

全日本なぎなた連盟
佐藤浩市会長

全日本銃剣道連盟
鈴木健副会長・専務理事



7

い
ま
す
。
こ
れ
は
短
時
間
で
も
効
果
の
上

が
る
授
業
に
な
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
ん
で
お
り
ま
す
。

②
短
時
間
で
も
生
徒
自
身
が
剣
道
は
楽
し

い
、
面
白
い
な
ど
満
足
感
を
味
わ
え
る
よ

う
、
授
業
を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
複
数
種
目
の
実
施
モ
デ
ル
校
で
そ

れ
ぞ
れ
生
徒
が
体
験
し
た
武
道
種
目
で
各

武
道
の
本
質
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
一
定
の

時
間
を
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

◎
全
日
本
弓
道
連
盟
・
岡
本
仁
専
務
理
事

「
①
中
学
校
武
道
必
修
化
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
弓
道
は
採
用
校
が
全
国
で
20
数
校

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
道
場
が
な
い
現
状
や

飛
び
道
具
だ
か
ら
危
な
い
と
い
う
意
識
や

弓
道
を
や
っ
て
い
る
先
生
が
い
な
い
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
採
用
校
を

50
校
ま
で
増
や
し
た
い
で
す
。

②
複
数
種
目
モ
デ
ル
校
の
実
施
に
つ
い
て

は
柔
道
・
剣
道
以
外
の
武
道
種
目
に
と
っ

て
魅
力
的
な
施
策
だ
と
思
い
ま
す
。
来
年

以
降
も
弓
道
採
用
校
の
増
加
を
目
指
し
、

今
の
若
い
世
代
に
弓
道
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

◎
日
本
相
撲
連
盟
・
田
中
英
壽
副
会
長

「
①
日
本
武
道
協
議
会
発
行
の
指
導
書
を

活
用
し
た
指
導
法
、
指
導
内
容
を
現
場
の

指
導
者
に
よ
り
深
め
て
も
ら
う
よ
う
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
授
業
協
力
者
の

人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
日
本
武
道
館
と

共
催
し
て
い
る
全
国
指
導
者
研
修
会
で
大

学
生
な
ど
若
年
層
を
中
心
に
指
導
者
と
し

て
の
育
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
複
数
種
目
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
指
導

法
研
究
委
員
会
を
中
心
に
安
全
を
第
一
に

生
徒
が
楽
し
め
る
授
業
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
短
時
間
で
も
実
施
で
き
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
成
し
、
時
間
数
に
と
ら
わ
れ
な

い
相
撲
授
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
」

◎
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
笹
川
堯
会
長

「
①
今
後
の
空
手
道
の
普
及
に
向
け
た
課

題
と
し
て
、
子
ど
も
達
に
ど
の
よ
う
に
正

し
い
空
手
を
継
承
し
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
空
手
は
家
で

も
で
き
る
し
、
お
金
が
な
く
て
も
で
き
る

し
、
季
節
を
問
わ
ず
で
き
ま
す
。
そ
の
魅

力
を
多
く
の
人
へ
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。

②
（
複
数
種
目
も
含
め
た
）
中
学
校
の
普

及
に
向
け
た
課
題
と
し
て
は
、
子
ど
も
達

が
自
由
に
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
や
武
道
を

決
め
ら
れ
る
制
度
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
自
由
に
選
択
で
き
る
権

限
を
生
徒
に
与
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

◎
合
気
会
・
植
芝
守
央
理
事
長

「
①
合
気
会
で
は
、
合
気
道
の
授
業
実
施

校
は
約
50
校
と
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
学
校
は
合
気
道
と
の
繋
が
り
が
強
い
地

域
が
多
く
、
行
政
か
ら
の
支
援
を
得
て
充

実
し
た
授
業
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

②
モ
デ
ル
校
の
複
数
種
目
実
施
に
つ
い
て

は
、
合
気
会
に
学
校
武
道
推
進
の
窓
口
を

設
け
、
全
国
指
導
者
研
修
会
や
学
校
合
気

道
実
技
指
導
者
講
習
会
等
を
通
じ
て
、
中

学
校
授
業
に
対
応
で
き
る
授
業
協
力
者
の

育
成
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
川
島
一
浩
会
長

「
①
現
在
、
採
用
校
は
30
校
で
す
。
目
標

は
各
都
道
府
県
２
校
、
全
体
と
し
て
計
100

校
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。

②
武
道
複
数
種
目
の
モ
デ
ル
実
践
校
の
施

策
が
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
発
表
さ
れ
、
多
く

の
先
生
が
教
育
委
員
会
へ
働
き
か
け
を
行

い
ま
し
た
。
課
題
は
、
少
林
寺
拳
法
を
教

え
ら
れ
る
先
生
が
少
な
い
こ
と
で
す
の

で
、
少
林
寺
拳
法
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

先
生
た
ち
の
発
掘
や
外
部
指
導
者
の
人
材

活
用
を
行
い
、
課
題
解
決
に
繋
げ
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
少
林
寺
拳
法
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
佐
藤
浩
市
会
長

「
①
課
題
と
し
て
は
、
指
導
者
不
足
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
な
ぎ
な
た
の
採
用

校
は
70
校
程
で
す
が
、
指
導
者
が
少
な
い

の
で
、
授
業
協
力
者
を
育
て
る
こ
と
に
注

力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
武
道
館
主

催
の
全
国
指
導
者
研
修
会
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

②
武
道
と
し
て
共
通
の
部
分
を
武
道
指
導

者
が
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
技
術

指
導
を
超
え
た
そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
に
共
通

の
部
分
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
種

目
を
授
業
で
行
っ
て
も
、
生
徒
た
ち
は
抵

抗
感
を
感
じ
に
く
く
な
る
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
鈴
木
健
副
会

長
・
専
務
理
事

「
①
銃
剣
道
の
授
業
実
施
校
の
拡
大
を
図

っ
て
い
ま
す
。
銃
剣
道
は
知
名
度
が
高
く

な
い
の
で
、
可
能
性
が
あ
る
よ
う
な
教
育

委
員
会
や
学
校
へ
こ
ち
ら
の
方
か
ら
提
案

を
し
て
、
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
新
学
習
指
導
要
領
に
は
他
の
武
道
と
共

に
銃
剣
道
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
の
で
徐
々

に
浸
透
し
て
い
く
も
の
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
中
学
校
授
業
に
お
け
る
銃
剣
道
の
メ

リ
ッ
ト
を
是
非
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
各
学
校
で
複
数
種
目
と
し
て
取
り
上

げ
る
に
は
良
い
種
目
だ
と
思
い
ま
す
」
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平
成
��
年
武
道
議
員
連
盟
総
会
は
、
武

道
振
興
大
会
に
先
立
ち
、
憲
政
記
念
館
で

開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
武
道
議
員
連
盟

の
国
会
議
員
��
名（
代
理
出
席
を
含
む
）、

日
本
武
道
館
・
日
本
武
道
協
議
会
役
員
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
幹
部
��
名
が
出
席
し
た
。
武

道
議
員
連
盟
の
役
員
人
事
選
任
と
平
成
��

年
度
の
会
計
報
告
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
武
道

振
興
施
策
（
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向

上
支
援
事
業
、
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
）、

日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
の
活
動

報
告
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

会
議
は
丹
羽
秀
樹
事
務
局
次
長
の
進
行

の
も
と
、
は
じ
め
に
江
渡
聡
徳
武
道
議
員

連
盟
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
本
日
は
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
皆
様
に
出

席
い
た
だ
き
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

日
は
日
本
武
道
館
会
長
の
高
村
先
生
、
理

事
長
の
臼
井
先
生
に
も
ご
出
席
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
中
学
校
に
お
い
て

武
道
必
修
化
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

高
村
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
『
仏
を
作
っ

た
の
で
魂
を
入
れ
よ
う
』
と
い
う
言
葉
に

も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
武
道
の
複
数
種
目

の
実
施
に
対
し
て
文
科
省
の
方
々
、
ス
ポ

ー
ツ
庁
の
方
々
の
ご
尽
力
も
あ
り
ま
し

て
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
事

業
と
い
う
形
で
行
う
予
定
で
す
。
引
き
続

き
皆
様
方
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
、
全

国
の
中
学
校
に
お
い
て
複
数
種
目
の
実
施

が
完
全
に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」

　

次
に
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
武
道
議
員
連
盟
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら
ご
尽
力
を
賜
る
こ
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

続
け
て
丹
羽
次
長
よ
り
、
武
議
連
役
員

人
事
案
に
関
し
て
、
山
谷
え
り
子
理
事
を

副
会
長
に
、
福
岡
資
麿
事
務
局
次
長
を
理

事
に
、
丹
羽
秀
樹
事
務
局
次
長
を
事
務
局

長
に
、
高
村
正
大
氏
を
事
務
局
次
長
に
推

薦
が
あ
り
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
承
認
さ

れ
た
。

　

引
き
続
き
、
丹
羽
事
務
局
長
よ
り
、
平

成
30
年
度
の
会
計
報
告
が
な
さ
れ
た
後
、

今
里
讓
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長
よ
り
武
道
振
興

施
策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
は
２
点
の
施
策
に
つ

い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
１

点
目
が
武
道
指
導
充
実
・
資
質
支
援
事
業

と
し
て
複
数
種
目
の
実
施
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
に
は
武
道
９

ฏ ��ಓٞһ࿈ໍ૯ձ

国内外で武道の振興・普及を進める

会議の様子
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種
目
が
並
列
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

実
際
は
柔
道
・
剣
道
の
割
合
が
高
い
の

で
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
て
、
複
数

の
武
道
種
目
を
選
択
す
る
『
武
道
推
進
モ

デ
ル
校
』
を
指
定
し
、
多
様
な
武
道
種
目

に
触
れ
る
授
業
の
実
践
研
究
を
実
施
し
、

得
ら
れ
た
成
果
を
全
国
へ
発
信
し
、
よ
り

多
く
の
子
ど
も
達
が
日
本
の
武
道
に
親
し

み
、
我
が
国
固
有
の
伝
統
文
化
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
点
目
は
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
の
中
で
ス
ポ

ー
ツ
目
的
の
訪
日
外
国
人
数
を
138
万
人
か

ら
250
万
人
に
増
加
さ
せ
る
目
標
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
日
本
固
有
の
『
武
道
』

は
海
外
か
ら
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の

で
、『
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
を
１
つ
の
柱

と
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
映
像
を
作
成
・
展
開
し
、
武
道

を
紹
介
す
る
こ
と
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
先
生
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
」
と
発
言

が
あ
っ
た
。
加
え
て
今
里
次
長
よ
り
武
道

振
興
に
関
わ
る
平
成
31
年
度
ス
ポ
ー
ツ
庁

予
算
案
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

次
に
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館

の
活
動
報
告
が
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常

任
理
事
・
事
務
局
長
よ
り
説
明
さ
れ
た
。

報
告
で
は
、
国
内
外
の
武
道
登
録
人
口
、

国
内
の
武
道
館
数
、
青
少
年
武
道
錬
成
大

会
や
武
道
指
導
者
研
修
会
、
日
本
武
道
協

議
会
設
立
40
周
年
記
念
「
中
学
校
武
道
必

修
化
指
導
書
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
）」
を
教
育
委

員
会
お
よ
び
海
外
日
本
人
学
校
等
へ
５
万

部
を
無
償
配
布
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
ま
た
、
武
道
国
際
交
流
事
業
と
し

て
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」「
日
本

に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
３
事
業
の
詳
細
や

昨
年
11
月
に
高
村
正
彦
団
長
以
下
74
名
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
を
訪
れ
、

演
武
会
や
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
を
盛
大
に

開
催
し
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

続
い
て
質
疑
応
答
に
移
っ
た
。
発
言
者

と
質
問
・
要
望
内
容
は
以
下
の
通
り
。

◎
赤
池
誠
章
議
員

「
中
学
校
武
道
必
修
化
に
お
い
て
は
、
９

武
道
バ
ラ
ン
ス
よ
く
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
２
０
２
０
東

京
オ
リ
・
パ
ラ
の
開
会
式
が
迫
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
こ
の
機
会
に
我
が
国
の
武
道

を
世
界
中
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切

江渡聡徳
武道議員連盟会長

高村正彦
日本武道館会長

櫻田義孝国務大臣
（東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会担当）

赤池誠章議員 阿達雅志議員

江田康幸
武道議員連盟理事

三藤芳生
日本武道館常任理事・事務局長

今里讓
スポーツ庁次長
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が
、
日
本
武
道
館
や
外
務
省
と
の
協
力
を

ふ
ま
え
、
海
外
交
流
の
支
援
事
業
や
日
本

人
学
校
を
拠
点
と
し
た
施
策
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
向
け
た
武
道
発
信
の
機
会
の
展
開

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
２
０
２
４
年
の
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
け
る
空
手
の
競
技
落
選
に
つ
い
て

で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
は
先
方
へ
資

料
等
を
お
送
り
し
、
日
本
固
有
の
文
化
で

あ
る
追
加
競
技
の
空
手
は
今
後
と
も
採
用

し
て
ほ
し
い
と
要
望
を
出
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
非
常
に
残
念
で
す
。
し
か
し
、
最

終
的
な
決
定
は
東
京
大
会
で
の
実
施
状
況

を
ふ
ま
え
て
決
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
東
京
大
会
で
競
技
が

成
功
で
き
る
よ
う
、
組
織
委
員
会
と
協
力

し
、取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
櫻
田
義
孝
国
務

大
臣（
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
担
当
）が
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
武
道
の
精
神
は
日
本
人
に
と
っ
て
本
当

に
必
要
で
す
。
皆
様
で
２
０
２
０
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
大
い

に
盛
り
上
げ
、
日
本
人
の
心
を
世
界
の

人
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番

大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

最
後
に
、
丹
羽
事
務
局
長
が
閉
会
を
宣

言
し
、
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

だ
と
思
い
ま
す
」

◎
阿
達
雅
志
議
員

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
い
て
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

も
必
要
で
す
。
特
に
、
海
外
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
武
道
を
広
め
る
か
に
つ
い
て
は

武
道
の
国
際
交
流
が
非
常
に
有
効
で
す
。

施
設
の
面
も
含
め
、
文
部
省
と
外
務
省
が

協
力
し
、
日
本
人
学
校
を
拠
点
に
、
海
外

へ
の
武
道
発
信
も
お
願
い
し
た
い
」

◎
江
田
康
幸
武
道
議
員
連
盟
理
事

「
２
０
２
４
年
パ
リ
五
輪
で
空
手
が
追
加

種
目
の
候
補
か
ら
落
選
し
て
い
る
と
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
庁
・
文
部
省
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
東
京

五
輪
に
向
け
て
空
手
が
正
式
種
目
に
な
り

ま
し
た
が
、
継
続
で
き
な
い
と
な
る
と
非

常
に
心
配
な
の
で
、
引
き
続
き
支
援
を
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

　

質
疑
応
答
の
後
、
今
里
次
長
よ
り
、
返

答
が
あ
っ
た
。

「
武
道
複
数
種
目
に
つ
い
て
は
多
様
な
種

目
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
が
目
的
に
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
こ
の
趣
旨
を
よ
く
理
解

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
次
に

海
外
へ
の
武
道
の
発
信
に
つ
い
て
で
す

ಓٞһ࿈ໍһ໊

໊ ༪ ސ 　　高村　正彦（前自民党副総裁）　　臼井日出男（元衆議院議員）

ɹɹɹ　　大島　理森（自民）　　衛藤征士郎（自民）　　赤松　広隆（立憲）ސ

ձɹɹɹ　　江渡　聡徳（自民）

෭ɹձɹ　　河村　建夫（自民）　　高木　陽介（公明）　　塩谷　　立（自民）
　　　　　　　山谷えり子（自民）

ཧɹࣄɹ　　高木　陽介（公明）

ཧɹɹɹࣄ　　逢沢　一郎（自民）　　有村　治子（自民）　　江田　康幸（公明）
　　　　　　　羽田雄一郎（民進）　　森　　英介（自民）　　福岡　資麿（自民）
　　　　　　　丹羽　秀樹（自民）

ࣄ  ہ 　　丹羽　秀樹（自民）

　　高村　正大（自民）࣍ہࣄ
平成 31 年 3月 6日現在
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●日本武道協議会・日本武道館　資料
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���� ಓৼڵ༧ࢉʢҊʣ

�̍ɽಓࢦಋͷॆ࣮ �

ɹᾇɹࢦಋ༰ͷॆ࣮�

ɹɹ˓ಓࢦಋॆ࣮ɾࢧ্࣭ࢿԉۀࣄʲ֦ॆ �r ��� ඦສԁ

　　�　武道等の安全かつ円滑な実施のため、教員の指導力向上を図るとともに、外部指導者の活用や武

道授業における複数種目の実践など、指導の柔軟化の実践研究などを行う。また、関係団体と連携

して外部指導者の資質向上や指導者データベースの整備等を通して支援体制の強化等を図る。

ɹɹ˓ಓߨशձͷ։࠵� �� ඦສԁ

　　�　武道関係団体との共催により、体育担当教員や武道の部活動指導者を対象として、各地域のリー

ダーとなり得る教員を養成するための武道講習会を開催する。

ɹɹ˓ӡಈ෦׆ಈվֵϓϥϯ� �� ඦສԁ

　　�　「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」（平成 30 年 3月）を踏まえ、各学校におい

て持続可能な運動部活動が行われるよう、生徒の多様なスポーツヘのニーズに応じた取組や学校と

地域が協働・融合した取組などの実践・調査研究を行う。その結果を広く周知・普及させ、ガイド

ラインの更なる徹底を図る。

ɹɹ˓ֶߍʹ͓͚Δମҭ׆ಈͰͷނࣄࢭରࡦਪਐۀࣄ� �� ඦສԁ

　　�　体育活動中の重大事故事例や情報、再発防止のために留意すべき点、事故防止方策等について分

析を行うとともに、体育活動中における安全管理 · 事故防止について全国的な普及啓発を行う。

ɹᾈɹಓͷඋʲ֦ॆ �r ���� ඦສԁ

　　�　中学校における保健体育科の「武道」を安全かつ円滑に実施するため、公立中学校武道場新改築

事業等に対する国庫補助を行い、整備促進を図る。

　　・公立中学校武道場の整備（学校施設環境改善交付金）� ���� ඦສԁ

　　・私立中学校等武道場の整備（私立学校施設整備費補助金）� �� ඦສԁ

ɹᾉɹಓؔࡐڭͷॆ࣮

　　�　平成 24 年度から、10 か年にわたる「義務教育諸学校における新たな教材整備計画」に基づき、

所要の地方財政措置を行う。

●スポーツ庁資料
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�̎ɽಓஂମͷࢧԉ �

ɹɹ˓ຊಓؗͷิॿ� �� ඦສԁ

　　�　日本武道館が実施する古武道保存事業、青少年武道錬成大会、武道指導者講習会及び武道国際交

流事業に対する国庫補助を行い、我が国の武道の普及・振興を図る。

ɹɹ˓スϙーππーϦζϜɾϜーϒϝϯτग़ۀࣄ� �� ඦສԁ

　　�　スポーツツーリズムの需要喚起を図るため、平成 30 年 3月に策定した需要拡大戦略に基づき、「ア

ウトドアスポーツ」及び「武道」を重点テーマとして位置づけ、交流人口拡大による地域活性化、

幅広い関連産業の活性化ための施策を強力に推進する。

ɹɹ˓スϙҰπʹΑΔ·ͪͮ͘ΓɾҬੑ׆Խ׆ಈࢧԉۀࣄ� �� ඦສԁ

　　�　スポーツによる持続的なまちづくり・地域活性化の促進を図るため、地方公共団体、スポーツ団体、

民間企業（観光産業、スポーツ産業）等が一体となり、地域活性化に取り組む組織である「地域ス

ポーツコミッション」が行う「長期継続的な人的交流を図るスポ一ツ合宿・キャンプ誘致」・「通期・

通年型スポーツアクティビティの創出」等の活動に対し、引き続き支援を行う。

　　�　また、2019 年度は、「武道等を活用した新規コンテンツの創出」を柱の一つに据えて支援を行う。

ɹɹ˓ʢಠʣຊスϙҰπৼڵηϯλーʹΑΔॿ

　　�　競技力向上事業助成やスポーツ振興基金助成、スポーツ振興くじ助成等を通じて、団体の行う選

手強化活動や武道教室の開催等の事業などに支援。

　　　（平成２９年度実績額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８. ６億円

　　　（平成３０年度配分額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８. ５億円

●スポーツ庁資料
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武
道

等
指

導
充

実
・

資
質

向
上

支
援

事
業

（
前
年
度
予
算
額
：
190,521千

円
）

2019年
度
予
定
額
：
195,526千

円

平
成
24年

度
か
ら中

学
校
で
現
⾏
の
学
習
指

導
要
領
が
全
⾯
実
施
され
、武

道
等
が
必
修
と

な
り、国

が
先
導
しな
が
ら全

国
的
に
安
全
か
つ

効
果
的
な
指
導
の
普
及
を
図
って
き
た
。これ

ら
の
取
組
に
よ
りこれ

ま
で
に
は
死
亡
⼜
は
重
⼤

事
故
は
⽣
じて
い
な
い
。

平
成
24年

度
か
ら中

学
校
で
現
⾏
の
学
習
指

導
要
領
が
全
⾯
実
施
され
、武

道
等
が
必
修
と

な
り、国

が
先
導
しな
が
ら全

国
的
に
安
全
か
つ

効
果
的
な
指
導
の
普
及
を
図
って
き
た
。これ

ら
の
取
組
に
よ
りこれ

ま
で
に
は
死
亡
⼜
は
重
⼤

事
故
は
⽣
じて
い
な
い
。

これ
ま
で
の
取
組

全
国
体
⼒
・運
動
能
⼒
、運

動
習
慣
等
調
査
や
学
習
指
導
要
領
の
成
果
と課

題
の
検
証
の
た
め
の
調
査
の
結
果

か
ら学

習
指
導
要
領
の
ね
らい
の
実
現
や
運
動
嫌
い
な
⼦
供
を
作
らな
い
よ
うに
す
る
た
め
に
は
、全

国
的
に
質
の
⾼

い
授
業
の
実
践
、若

⼿
教
員
を
は
じめ
とした

指
導
者
の
資
質
向
上
や
指
導
⼒
強
化
が
必
要
。

ま
た
、平

成
29年

に
改
訂
され
た
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、我

が
国
固
有
の
伝
統
と⽂

化
へ
の
理
解
を
深

め
る
観
点
か
ら、⽇

本
固
有
の
武
道
の
考
え
⽅
に
触
れ
る
ことが

で
き
る
よ
う、内

容
等
に
つ
い
て
⼀
層
の
改
善
が
図
ら

れ
、今

後
、保

健
体
育
授
業
に
お
け
る
武
道
等
の
指
導
の
充
実
が
求
め
られ
る
。

全
国
体
⼒
・運
動
能
⼒
、運

動
習
慣
等
調
査
や
学
習
指
導
要
領
の
成
果
と課

題
の
検
証
の
た
め
の
調
査
の
結
果

か
ら学

習
指
導
要
領
の
ね
らい
の
実
現
や
運
動
嫌
い
な
⼦
供
を
作
らな
い
よ
うに
す
る
た
め
に
は
、全

国
的
に
質
の
⾼

い
授
業
の
実
践
、若

⼿
教
員
を
は
じめ
とした

指
導
者
の
資
質
向
上
や
指
導
⼒
強
化
が
必
要
。

ま
た
、平

成
29年

に
改
訂
され
た
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、我

が
国
固
有
の
伝
統
と⽂

化
へ
の
理
解
を
深

め
る
観
点
か
ら、⽇

本
固
有
の
武
道
の
考
え
⽅
に
触
れ
る
ことが

で
き
る
よ
う、内

容
等
に
つ
い
て
⼀
層
の
改
善
が
図
ら

れ
、今

後
、保

健
体
育
授
業
に
お
け
る
武
道
等
の
指
導
の
充
実
が
求
め
られ
る
。

課
題

■
体
育
・保
健
体
育
の
授
業
で
の
⼦
供
の
「で
き
る
」の
実
感
の
拡
⼤

■
⼦
供
の
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
欲
や
関
⼼
の
向
上

■
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
の
実
現

外
部
指
導
者
の
活
⽤
や
武
道
授
業
に
お
け
る
複
数
種
⽬
の
実
践
な

ど、指
導
の
柔
軟
化
の
実
践
研
究
を
⾏
い
、武

道
等
指
導
の
充
実
を

図
る
取
組

（
都
道
府
県
・指
定
都
市
教
育
委
員
会
に
委
託
）

○
複
数
の
武
道
種
⽬
を
選
択
す
る
「武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」を
指
定

し、多
様
な
武
道
種
⽬
に
触
れ
る
授
業
の
実
践
研
究
の
実
施

・1地
域
当
た
り、3校

程
度
「武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」を
指
定

・「武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」で
は
、柔

道
、剣

道
、相

撲
を
含
め

て
２
種
⽬
以
上
選
択
して
実
践
研
究
を
実
施

(例
)
柔
道
＋
空
⼿
道
、剣

道
＋
な
ぎ
な
た
、な
ど

○
外
部
指
導
者
の
活
⽤

多
様
な
武
道
等
指
導
の
充
実
【名
称
変
更
】

関
係
団
体
との
連
携
に
よ
る
⽀
援
体
制
の
強

化
の
た
め
の
取
組

（
法
⼈
格
を
有
す
る
⺠
間
団
体
に
委
託
）

○
多
様
な
武
道
等
の
指
導
を
⽀
援
す
る
取
組

・指
導
法
の
ガ
イドライン作

成
・⼈
材
バ
ンク等

の
作
成

○
指
導
資
料
作
成
等

○
地
域
の
指
導
者
の
指
導
⼒
向
上

○
教
育
委
員
会
・学
校
との
連
携

⽀
援
体
制
の
強
化

中
学
校
保
健
体
育
に
お
い
て
武
道
等
を
必

修
化
した
ことに

よ
る
成
果
と課

題
の
検
証
を

踏
ま
え
た
課
題
解
決
の
た
め
の
指
導
法
等

（
⼤
学
に
委
託
）

○
⼤
学
、教

育
委
員
会
、学

校
の
連
携
・協

⼒
に
よ
る
調
査
研
究

指
導
成
果
の
検
証

指
導
成
果
の
検
証

●スポーツ庁資料



15

                        「武
道

ツ
ー

リズ
ム

」  

 

 
KPI 第

2期
ス

ポ
ー

ツ基
本

計
画

 
     （

2017〜
2021年

度
) 

138万
⼈

→
250万

⼈
 

2204億
円

→
3800億

円
 

56 →
 170 

◆
ス

ポ
ー

ツ
⽬

的
の

訪
⽇

外
国

⼈
数

 
◆

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リズ
ム

関
連

消
費

額
 

◆
地

域
ス

ポ
ー

ツ
コミッシ

ョン
設

置
数

 

 

現
状

と課
題

 

 
２

０
１

７
 

２
０

１
８

 

ラ
グ

ビ
ー

 
ワ

ー
ル

ド
カ

ップ
 

東
京

オ
リン

ピ
ック

・ 
パ

ラ
リン

ピ
ック

 
競

技
⼤

会
 

ワ
ー

ル
ド

 
マ

ス
タ

ー
ズ

 
ゲ

ー
ム

ズ
関

⻄
 

２
０

１
９

 
２

０
２

０
 

２
０

２
１

 

「ス
ポ

ー
ツ

基
本

計
画

」・・・ ス
ポ

ー
ツ基

本
法

（
2011年

公
布

・施
⾏

）
に

基
づ

き
，

⽂
部

科
学

⼤
⾂

が
定

め
る

計
画

。第
２

期
は

2017年
度

〜
2021年

度
。 

◆
「ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リズ

ム
」へ

の
取

組
は

、全
国

的
な

流
れ

とな
りつ

つ
あ

り、基
本

計
画

で
 

   掲
げ

る
KPIは

概
ね

順
調

に
推

移
。 

◆
地

域
に

あ
る

魅
⼒

的
な

資
源

が
⼗

分
に

活
⽤

さ
れ

て
い

な
い

。そ
も

そ
も

資
源

に
気

づ
い

 
   て

い
な

い
. 

◆
国

際
交

流
に

関
⼼

は
あ

る
も

の
の

、ツ
ー

リス
ト

誘
客

の
意

識
は

低
い

（
特

に
武

道
 

  関
係

者
）

。 
◆

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
が

確
⽴

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、効
果

的
な

事
業

展
開

が
⾏

わ
れ

て
い

 
   な

い
地

域
が

散
⾒

さ
れ

る
。 

◇
好

事
例

を
増

や
し、他

地
域

へ
の

横
展

開
を

図
る

必
要

が
あ

る
。 

◇
「ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リズ

ム
」「武

道
ツ

ー
リズ

ム
」に

か
か

る
意

識
を

醸
成

す
る

必
要

。 
◇

「武
道

ツ
ー

リズ
ム

」に
関

す
る

KPIの
設

定
に

向
け

た
検

討
が

必
要

。   

◆
定

住
⼈

⼝
の

減
少

が
進

む
中

、交
流

⼈
⼝

の
拡

⼤
に

よ
り⼈

⼝
減

 
   少

分
の

経
済

消
費

を
補

うことが
必

要
とさ

れ
、各

地
で

 
   国

内
外

か
ら

の
観

光
客

誘
致

が
図

ら
れ

て
い

る
。 

◆
官

⺠
が

⼀
体

とな
って

観
光

⽴
国

が
推

進
さ

れ
て

い
る

。 
◆

観
光

庁
が

「広
域

観
光

周
遊

ル
ー

ト
」を

作
り、ゴ

ー
ル

デ
ン

ル
ー

ト
 

   か
ら

地
⽅

へ
の

訪
⽇

外
国

⼈
の

誘
致

を
図

って
い

る
。 

 

 

第
２

期
基

本
計

画
 

第
２

期
 

基
本

計
画

 
策

定
 

２
０

１
６

 
２

０
１

５
 

２
０

１
４

 

2020年
 

東
京

⼤
会

の
 

開
催

決
定

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
が

 
厚

労
省

か
ら

 
⽂

科
省

へ
移

管
 

ス
ポ

ー
ツ

庁
の

 
創

設
 

第
１

期
基

本
計

画
 

２
０

１
３

 
２

０
１

２
 

 
 

ス
ポ

ー
ツ

庁
・⽂

化
庁

・観
光

庁
と連

携
し

 
ス

ポ
ー

ツ
と⽇

本
の

⽂
化

芸
術

資
源

を
融

合
さ

せ
た

「ス
ポ

ー
ツ

⽂
化

ツ
ー

リズ
ム

」を
推

進
して

い
る

。 

国
内

外
か

ら
関

⼼
を

集
め

て
い

る
⽇

本
発

祥
・固

有
の

「武
道

」は
、発

祥
地

で
あ

る
⽇

本
へ

の
関

⼼
・訪

⽇
意

欲
を

喚
起

で
き

る
。 

 
 

 基
本

計
画

の
ビ

ジ
ョン

（
⽬

指
す

姿
）

 

・2020年
東

京
オ

リン
ピ

ック
・パ

ラ
リン

ピ
ック

競
技

⼤
会

等
を

好
機

として
，

ス
ポ

ー
ツ

で
⼈

々
が

繋
が

る
 

 国
⺠

運
動

を
展

開
し，

レ
ガ

シ
ー

とし
て

「⼀
億

総
ス

ポ
ー

ツ
社

会
」を

実
現

。 

      ・ス
ポ

ー
ツ

を
通

じた
活

⼒
が

あ
り絆

の
強

い
社

会
の

実
現

 
       ~

国
内

外
か

ら
の

交
流

⼈
⼝

拡
⼤

に
よ

る
地

域
活

性
化

、幅
広

い
関

連
産

業
の

活
性

化
〜

 

取
り巻

く環
境

 

●スポーツ庁資料
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（ 四六判・上製・376 頁 ）
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大学教授ۄ࡛

（ 四六判・上製・220 頁 ）
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٢ ت৴ ஶ
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

ಓ
Ͳͷ心を͙͘Ήࢠ

ੁɹ७ ஶ
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

ɺͳͥಓ͔ࠓ
―文化と伝統を問うー

࢜ಓʹֶͿ

ੁ ֮໌ ஶ
ላؗ大学教授ߖ

（ 四六判・上製・344 頁 ）
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（ 四六判・上製・27� 頁 ）
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ニュース

■
初
日

　

開
講
式
で
は
主
催
者
を
代
表
し
て
三
藤

芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長

が
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
質
の
高
い

日
本
の
武
道
を
体
験
・
理
解
し
、
今
後
の

人
生
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

武
道
の
国
際
的
発
展
と
日
本
と
の
友
好
親

善
の
懸
け
橋
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

●
第
１
回
外
国
人
留
学
生
等
対
象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー

武
道
未
経
験
の
外
国
人
が
武
道
の
真
髄
を
体
感

期
待
い
た
し
ま
す
。
講
師
の
先
生
方
と
の

人
間
的
な
触
れ
合
い
や
、
参
加
者
同
士
の

交
流
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
し
、
本

セ
ミ
ナ
ー
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り
あ
る

も
の
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」

　

続
い
て
、
藤
堂
良
明
・
筑
波
大
学
名
誉

教
授
の
講
義
「
武
道
の
歴
史
と
特
性
」
が

行
わ
れ
た
。
藤
堂
講
師
は
、
武
士
が
長
年

に
わ
た
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
武
士
が
武
芸
と
と
も
に
節
義
や
礼

節
を
重
ん
じ
た
か
ら
で
あ
る
と
結
ん
だ
。

　

次
に
講
師
模
範
演
武
が
行
わ
れ
た
。
弓

道
か
ら
始
ま
り
、
空
手
道
、
銃
剣
道
、
な

ぎ
な
た
、少
林
寺
拳
法
、剣
道
、合
気
道
、

　

第
１
回
外
国
人
留
学
生
等
対
象
国
際

武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
＝
日
本
武

道
館
、
後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
外
務

省
、
日
本
武
道
協
議
会
、
協
力
＝
国
際

武
道
大
学
。
以
下
、
武
道
セ
ミ
ナ
ー
）

が
、
各
道
を
代
表
す
る
��
名
の
講
師
の

も
と
、
��
名
（
��
の
国
と
地
域
）
の
参

加
者
を
得
て
、
３
月
１
日
〜
３
日
、
日

本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
勝

浦
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。

三藤芳生
日本武道館

常任理事・事務局長

　

昨
年
ま
で
の
武
道
セ
ミ
ナ
ー
で
は
在
日
武
道
修
行
者
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
今
回

よ
り
、
外
国
人
留
学
生
や
在
日
各
国
大
使
館
の
勤
務
者
を
対
象
と
し
て
、
武
道
未
経
験

者
を
主
な
参
加
者
と
す
る
新
た
な
武
道
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
主
な
対
象
者
を
留
学

生
と
し
た
の
は
、
武
道
の
国
際
理
解
と
と
も
に
日
本
と
当
該
国
の
武
道
を
通
じ
た
友
好

の
懸
け
橋
と
な
る
人
材
育
成
に
繋つ
な

げ
た
い
と
の
意
図
が
あ
る
。
参
加
者
は
、
講
義
「
武

道
の
歴
史
と
特
性
」「
武
道
の
礼
法
」「
武
道
と
禅
」
を
聴
講
・
体
験
し
、
他
で
は
類
を

見
な
い
武
道
全
９
種
目
の
体
験
会
を
経
験
し
た
。
講
義
に
加
え
て
、
全
て
の
武
道
を
体

験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
は
武
道
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

で
き
、
武
道
の
真
髄
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
武
道
セ
ミ
ナ
ー
は
新
た
な
軌
跡
を
刻
み
始
め
た
。
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柔
道
、
相
撲
の
順
で
演
武
を
披
露
。
少
林

寺
拳
法
・
合
気
道
・
相
撲
で
は
種
目
の
特

徴
を
説
明
し
な
が
ら
演
武
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
そ
の
説
明
を
熱
心
に
聴
き
、
演

武
が
終
わ
る
と
仲
間
同
士
で
驚
き
の
表
情

を
見
せ
合
っ
て
い
た
。
演
武
後
は
、
新
た

な
試
み
と
な
る
実
技
講
師
へ
の
質
疑
応

答
。
活
発
に
質
疑
が
飛
び
交
っ
た
。

■
２
日
目

　

小
笠
原
清
基
・
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
教

場
三
十
一
世
宗
家
嫡
男
に
よ
る
講
義
「
武

道
の
礼
法
」
と
礼
法
の
実
技
が
行
わ
れ

た
。
続
い
て
、
平
井
正
修
全
生
庵
住
職
に

よ
る
「
武
道
と
禅
」
の
講
義
と
座
禅
の
実

技
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
礼
法
も
禅

も
、
根
底
は
武
道
に
通
じ
る
こ
と
を
学

び
、
実
技
で
そ
れ
を
体
感
し
た
。

　

昼
食
を
挟
ん
で
体
験
武
道
と
な
っ
た
。

体
験
武
道
（
各
班
お
よ
そ
40
人
）
で
は
２

班
に
分
か
れ
、
参
加
者
は
班
ご
と
に
武
道

全
９
種
目
（
各
道
30
分
間
）
を
２
日
間
に

わ
た
っ
て
体
験
。
こ
の
日
は
各
班
６
種
目

の
体
験
会
を
行
っ
た
。
各
体
験
会
で
は
、

実
技
講
師
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
特
別
な

指
導
計
画
に
基
づ
き
、
各
講
師
の
豊
富
な

指
導
経
験
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
最
適
な
指

導
法
に
よ
っ
て
６
種
目
の
武
道
を
学
習
。

武
道
の
精
神
に
触
れ
る
体
験
会
を
行
っ

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
猿
田
寿
男
勝
浦
市
長
が

挨
拶
を
述
べ
、
次
に
協
力
団
体
で
あ
る
国

際
武
道
大
学
の
高
見
令
英
学
長
が
挨
拶
。

乾
杯
を
橋
本
眞
也
主
任
講
師
（
弓
道
）
が

英
語
の
ス
ピ
ー
チ
も
交
え
て
行
っ
た
。
参

加
者
は
講
師
と
触
れ
合
い
、
国
や
世
代
を

超
え
て
、
思
い
思
い
に
武
道
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
交
流
を
深
め
た
。

■
３
日
目

　

班
ご
と
に
３
種
目
の
体
験
会
を
行
っ
て

参
加
者
は
武
道
全
９
種
目
の
体
験
を
や
り

遂
げ
た
。
疲
労
し
な
が
ら
も
、
参
加
者
の

表
情
は
満
足
感
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

続
い
て
、
参
加
者
が
意
見
発
表
を
行
っ

た
。
ド
ラ
ジ
ェ
ン
・
フ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
チ
駐

日
ク
ロ
ア
チ
ア
大
使
を
は
じ
め
、
３
名
の

参
加
代
表
者
が
、
３
日
間
の
講
義
・
武
道

体
験
会
や
武
道
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
。

最
後
に
蒔
田
実
主
任
講
師（
剣
道
）が「
勝

つ
こ
と
以
上
に
人
間
形
成
の
道
が
大
切
で

す
。
皆
さ
ん
は
人
生
の
勝
利
者
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
講
評
を
行
っ
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
黄
仲
麒
さ
ん
（
台
湾
）

に
松
尾
貴
之
日
本
武
道
館
振
興
課
長
よ
り

参
加
証
が
授
与
さ
れ
、
吉
野
喜
信
日
本
武

道
館
振
興
部
長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ

て
、
３
日
間
の
全
日
程
が
終
了
し
た
。

講義と実技

体験武道 相撲の体験武道

小笠原流礼法座禅
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ニュース

●
講
義
要
旨　

日
本
は
６
世
紀
末
か
ら
天

皇
を
中
心
と
し
た
中
央
集
権
国
家
と
な

り
、
宮
廷
で
は
正
月
に
は
弓
射
の
儀
式
を

行
い
、
７
月
に
は
農
作
物
の
豊
作
を
祈

り
、
相
撲
を
行
っ
た
。
１
０
０
０
年
頃
、

中
央
集
権
体
制
が
ゆ
る
む
と
一
部
の
豪
族

や
有
力
農
民
は
土
地
を
切
り
開
い
て
武
装

し
、
戦い
く
さを

生な
り

業わ
い

と
す
る
兵
つ
わ
も
のが

生
ま
れ
る
。

一
方
、
都
で
は
朝
廷
や
貴
族
を
警
護
す
る

侍さ
ぶ
ら
いが
現
れ
た
。
武
士
の
出
現
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
狩
猟
や
戦
闘
の
技
術
か
ら
発
達

し
た
武
技
を
頼
り
「
自
立
」
し
た
生
き
方

を
大
切
に
し
た
。
や
が
て
西
国
で
力
を
つ

け
た
平へ
い

氏し

と
、
東
国
で
力
を
貯
え
た
源げ
ん

氏じ

が
権
力
争
い
を
繰
り
広
げ
る
。
当
時
の
戦
い
く
さ

は
、
相
手
を
威い

嚇か
く

す
る
弓
の
射い

合あ
い

か
ら
始

ま
り
、
馬
に
乗
っ
て
敵
陣
に
突
進
し
斬
り

合
い
に
移
行
し
、
刀
折
れ
矢
尽
き
る
と
相

手
を
組
み
伏
せ
て
止と
ど

め
を
刺
す
組く
み

討う
ち

で
勝

負
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
刀
は
直
ち
ょ
く

刀と
う

か
ら
、
馬
上
か
ら
斬
る
こ
と
の
で
き
る

反そ

り
を
持
っ
た
日
本
刀
に
変
わ
る
。

　

１
１
８
５
年
、
源
頼
朝
は
鎌
倉
に
幕
府

を
開
き
武
士
の
政
治
が
始
ま
る
。
将
軍
は

武
士
に
土
地
を
与
え
（
御
恩
）、
武
士
は

将
軍
の
為
に
命
を
か
け
て
尽
く
す
（
奉

公
）
と
い
う
「
御
恩
と
奉
公
」
の
関
係
が

生
ま
れ
る
。
御
恩
と
奉
公
を
基
に
、
生
死

を
顧
み
ず
戦
う
勇
気
、
名
前
を
大
切
に
恥

ず
か
し
い
こ
と
を
し
な
い
廉
恥
、
相
手
も

「
自
立
」
を
旨
に
努
力
す
る
者
と
し
て
尊

敬
す
る
心
「
兵
つ
わ
も
のの
道み
ち

」
が
生
ま
れ
た
。
こ

の
「
兵
の
道
」
は
武
士
道
の
芽
生
え
と
な

る
。
鎌
倉
武
士
は
、
馬
に
乗
り
弓
を
引
く

稽
古
を
最
も
大
切
に
し
た
。応
仁
の
乱（
１

４
６
７
～
77
年
）
以
降
、
戦
国
大
名
は
鉄

砲
を
取
り
入
れ
て
天
下
を
統
一
し
よ
う
と

す
る
。
戦い
く
さも
こ
れ
ま
で
の
「
一
騎
打
ち
」

か
ら
集
団
で
の
白
兵
戦
に
変
わ
り
、
武
士

は
鉄
砲
や
弓
、
刀
、
槍
な
ど
総
合
武
術
を

身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
１

６
０
３
年
、
徳
川
家
康
は
江
戸
に
幕
府
を

開
い
た
。
家
康
は
戦
争
の
無
い
平
和
な
世

の
中
を
求
め
、
武
士
は
「
文
武
両
道
」
に

よ
り
、
人
倫
を
乱
そ
う
と
す
る
人
を
罰

し
、
国
（
藩
）
を
治
め
る
こ
と
が
仕
事
と

な
る
。
武
士
が
文
武
を
身
に
付
け
、
人
と

し
て
の
道
を
弁わ
き
まえ
、
国
（
藩
）
を
治
め
て

い
こ
う
と
す
る
生
き
方
を
「
武
士
道
」
と

呼
ん
だ
。
17
世
紀
後
半
か
ら
は
、
各
藩
で

も
武
士
の
子
弟
教
育
の
た
め
に
藩は
ん

校こ
う

を
設

立
し
、
文
武
教
育
に
よ
り
国
（
藩
）
に
貢

献
す
る
人
材
を
育
て
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
（
１
６
０
３
～

１
８
６
７
年
）
に
は
多
く
の
武
術
流り
ゅ

派う
は

が

生
ま
れ
た
。
流
派
の
成
立
に
よ
り
、
修
行

者
は
相
手
を
倒
す
と
い
う
実
利
性
だ
け
で

な
く
、
技
そ
の
も
の
自
体
を
習
熟
す
る
こ

と
に
価
値
を
置
く
よ
う
に
な
る
。

　

し
か
し
世
の
太
平
に
つ
れ
て
、「
形
」

だ
け
の
約
束
稽
古
は
廃
れ
て
い
く
。
そ
こ

で
18
世
紀
中
頃
、剣
術
で
は
面
や
小
手
、胴

な
ど
の
道
具
と
竹
刀
を
用
い
て
自
由
に
打

ち
合
う
「
し
な
い
打
ち
込
み
稽
古
」
が
現

れ
る
。
弓
術
で
は
一
昼
夜
か
け
て
矢
を
射

通
す
「
通
し
矢
」
競
技
が
行
わ
れ
、
柔
術

で
も
畳
の
普
及
に
よ
り
お
互
い
が
技
を
掛

け
合
う
「
乱
み
だ
れ

稽
古
」
が
行
わ
れ
る
。
幕
末

（
19
世
紀
）
に
は
他
流
試
合
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、「
心
気
力
一
致
」
し
た
技
で
攻
撃

し
合
う
競
技
方
法
が
町
人
や
農
民
に
も
人

気
が
出
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
明

治
維
新
ま
で
の
700
年
間
（
１
１
８
５
～
１

８
６
７
）、
武
士
が
国
（
藩
）
を
治
め
た

と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
の
武

道
を
育
て
た
一
因
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

１
８
６
８
年
、
明
治
時
代
と
な
り
封
建

諸
制
度
を
廃
し
て
軍
事
面
で
も
近
代
化
が

進
め
ら
れ
る
中
、
武
士
階
級
は
消
滅
し
、

武
術
は
衰
退
す
る
。
こ
う
し
た
中
、
身
体

が
虚
弱
で
あ
っ
た
嘉
納
治
五
郎
は
柔
術
を

修
行
し
、
柔
術
を
近
代
化
し
て
講
道
館
柔

道
を
創
始
す
る
（
１
８
８
２
年
）。
嘉
納

は
、
柔
術
の
殴
る
蹴
る
等
の
危
険
な
技
は

「
形
」
と
し
て
残
し
、
稽
古
着
の
袖
を
長

く
し
て
安
全
に
投
げ
合
う
乱
取
を
編
み
出

し
た
。
柔
道
の
目
的
と
し
て
、
体
育
（
身

体
の
鍛
錬
）・
勝
負
（
崩
し
・
掛
け
等
の

科
学
性
の
習
得
）・
精
神
修
養
を
掲
げ
、

智
・
徳
・
体
を
備
え
た
人
間
教
育
を
目
指

す
。
ま
た
奨
励
の
た
め
段
位
制
度
を
設

け
、
ル
ー
ル
を
作
り
試
合
を
採
用
し
、
武

術
の
競
技
化
も
図
っ
た
。
晩
年
に
は
、
自

分
の
栄さ
か
えを
図
る
だ
け
で
な
く
他
人
の
栄
も

図
る
と
い
う
「
精
力
善
用
自
他
共
栄
」
を

発
表
し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
物
の

育
成
を
図
っ
た
。
こ
う
し
て
武
道
は
「
人

間
教
育
の
道
」
と
し
て
蘇
っ
た
の
で
あ

◇ 
講
義 「
武
道
の
歴
史
と
特
性
」

藤
堂
良
明（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
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に
は
教
育
と
し
て
の
面
も
あ
る
の
で
、
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

入
る
こ
と
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
入
ら
な

い
こ
と
、
武
道
の
精
神
を
繋
げ
る
の
は
、

そ
の
２
つ
の
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」

Ｑ
＝
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
レ
イ
タ
ス
さ
ん（
ブ
ラ
ジ
ル
）

「
海
外
で
は
、
武
道
に
並

ん
で
忍
術
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。
何
故
、
忍
術
は
武

道
に
入
っ
て
な
い
の
で
す
か
？
」

Ａ
＝
藤
堂
「
忍
術
は
江
戸
時
代
の
武
芸
十

八
般
に
も
あ
り
ま
す
し
、
武
士
が
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
の
種
目
で
し
た
。

現
在
の
９
つ
の
武
道
は
、
日
本
武
道
協
議

会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
の
武
道
で
す
」

◇

　

最
後
に
藤
堂
講
師
は
「
日
本
の
武
道
を

育
て
た
一
因
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
幕
末
ま

で
お
よ
そ
700
年
間
、
武
士
が
政
権
を
担
っ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
他
の
国
で
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
他
国
で
は
武
士
が
政
権

を
担
っ
て
も
、
す
ぐ
に
文
士
に
よ
る
政
権

と
な
り
ま
す
。
日
本
の
武
士
が
、
長
年
に

わ
た
り
国
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
武
士
が
政
治
・
経
済
に
精
通
し
、
人

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
人
格
を
持
っ
て
い
た
か

ら
な
の
で
す
。
そ
こ
が
日
本
の
武
道
の
一

番
の
特
性
で
す
」
と
講
義
を
結
ん
だ
。

わ
れ
て
礼
儀
作
法
が
重
ん
じ
ら
れ
る
。「
最

初
の
礼
」
は
、
お
互
い
に
正
々
堂
々
と
戦

お
う
と
い
う
自
律（
立
）の
礼
で
あ
り
、「
終

わ
り
の
礼
」
は
感
謝
の
礼
で
あ
る
。
武
道

は
、
技
を
通
し
て
克
己
や
礼
節
な
ど
の
精

神
を
学
び
、
国
家
や
社
会
の
平
和
と
繁
栄

に
貢
献
す
る
人
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

◇

▽
質
疑
応
答

Ｑ
＝
マ
ラ
ト
・
タ
イ
ロ
フ
さ
ん（
ロ
シ
ア
）

「
２
０
２
０
年
に
は
空
手

が
五
輪
種
目
と
な
り
ま
し

た
。
藤
堂
先
生
の
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
武
道
の
あ
り
方
、
武
道
の
変

容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」

Ａ
＝
藤
堂
「
武
道
に
は
剣
道
も
あ
れ
ば
、

空
手
道
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
考
え
方
に
は
違
い
が

あ
り
ま
す
。
剣
道
で
は
、
気
剣
体
一
致
と

言
っ
て
、
竹
刀
が
打
突
部
に
あ
た
る
時
の

声
、
あ
た
る
部
位
と
最
後
の
姿
勢
を
重
ん

じ
ま
す
。
海
外
の
方
と
競
技
す
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
な
る
と
、
そ
の
剣
道
の
精
神
が

失
わ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
ま

す
。
競
技
で
あ
る
訳
で
す
。
日
本
の
武
道

軍
事
訓
練
と
し
て
使
わ
れ
た
と
し
て
、「
武

道
」
の
名
称
・
実
技
と
も
禁
止
さ
れ
て
再

び
危
機
に
直
面
し
た
。
し
か
し
、「
武
道
」

は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
再
生
す
る
と

い
う
条
件
で
、
１
９
５
０
年
か
ら
柔
道
、

弓
道
、
剣
道
の
順
に
学
校
体
育
に
「
格
技

（Combative�sports

）」
と
し
て
登
場
す

る
。
１
９
８
９
年
、
学
校
体
育
に
お
い
て

柔
道
や
剣
道
、
弓
道
な
ど
が
「
武
道
」
と

し
て
復
活
し
、
伝
統
文
化
と
し
て
の
武
道

が
見
直
さ
れ
る
。

　

現
在
、
日
本
を
代
表
す
る
武
道
は
９
種

目
あ
る
。
用
具
を
使
う
弓
道
・
剣
道
・
な

ぎ
な
た
・
銃
剣
道
、
素
手
で
行
う
柔
道
・

空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・
相
撲

で
あ
る
。
ま
た
、
相
手
と
の
間
合
い
に
よ

っ
て
も
違
い
は
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ

も
自
然
体
の
姿
勢
か
ら
相
手
の
姿
勢
を
崩

し
て
、
心
気
力
一
致
し
た
「
一
本
」
を
求

め
る
。
ま
た
、
武
道
の
攻
防
は
サ
ッ
カ
ー

の
よ
う
に
交
代
は
認
め
ら
れ
ず
、
誰
の
助

け
も
借
り
ず
一
人
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
自
立
や
克
己
の
精
神
が
養
え

る
。
さ
ら
に
は
、
戦
う
相
手
で
あ
っ
て
も

敵
で
は
な
く
お
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
く

存
在
で
あ
り
、
自
他
共
栄
を
図
る
と
こ
ろ

に
武
道
の
特
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
武

道
は
「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
と
言

る
。
嘉
納
が
柔
術
の
名
称
を
柔
道
に
変
え

た
こ
と
に
よ
り
、
剣
術
は
剣
道
に
弓
術
は

弓
道
に
変
わ
り
、
こ
れ
ら
の
総
合
名
称
と

し
て
「
武
道
」
が
成
立
す
る
。
１
９
１
１

年
に
は
、
剣
道
や
柔
道
が
生
徒
の
心
身
鍛

錬
に
効
果
が
あ
る
と
し
て
学
校
授
業
に
採

用
さ
れ
る
。

　

国
家
の
近
代
化
に
成
功
し
た
日
本
で
あ

っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
て
国
土
は

焦
土
と
化
し
た
。
１
９
４
５
年
、
武
道
は講義は各時代の武具を提示しながら進められた
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ニュース

▽
質
疑
応
答

Ｑ
＝
エ
ル
ト
ゥ
ル
・
ヤ
ル
チ
ン
さ
ん
（
ト
ル
コ
）

「
柔
道
の
先
生
に
質
問
で

す
。
柔
道
で
の
腰
の
鍛
え

方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

Ａ
＝
柔
道
・
濵
名
智
男
主
任
講
師

「
腰
を
鍛
え
る
稽
古
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
乱
取

の
中
で
受
身
を
行
い
、
身

体
全
体
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。
受
身
が
柔

道
の
基
本
に
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
投
げ
ら
れ
て
も
自
分
の
身
を
守
る

た
め
に
準
備
体
操
か
ら
入
念
に
行
っ
て
い

ま
す
」

Ｑ
＝
サ
ン
ジ
ェ
イ
・
エ
テ
ィ
ジ
ェ
イ
さ
ん（
イ
ン
ド
）

「
相
撲
の
土
俵
の
四
方
中

央
の
４
カ
所
に
あ
る
も
の

は
何
で
す
か
」

Ａ
＝
相
撲
・
伊
東
良
主
任
講
師

「
あ
れ
は
徳と
く

俵だ
わ
らと
い
う
も

の
で
す
。
昔
は
土
俵
は
屋

外
に
あ
り
、
雨
が
降
る
と

土
俵
に
水
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
水
の
吐
け
口
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の

が
徳
俵
で
す
」

Ｑ
＝
王
彪
さ
ん
（
中
国
）

「
弓
道
で
は
何
故
、
矢
は
２
本
な
の
で
す

か
。
ま
た
、
的
の
位
置
は
も
っ
と
高
く
て

◇ 
講
師
模
範
演
武

空手道

なぎなた

柔　道

剣　道

ɹɹɹ道＝　一つ的坐射礼ٷ
ۭɹखɹ道＝「チントウ」、「マツムラロー

ハイ」、「一本組手」
ॐɹɹ道＝「銃剣道の形及び短剣道の形」
ͳ ͗ ͳ ͨ＝「基本打ち」「打ち返し」「し

かけ応じ」
গྛݓࣉ๏＝　講師による解説とデモンスト

レーション
ɹɹɹ道＝「日本剣道形」
߹ɹؾɹ道＝「基本技・自由技」
ॊɹɹɹ道＝「投の形」
૬ɹɹɹ＝　講師による解説とデモンスト

レーション（演武順）

〈演武内容〉
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も
い
い
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。
最
後
に
、

女
性
の
方
が
弓
を
引
く
と

き
の
服
装
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

Ａ
＝
弓
道
・
橋
本
眞
也
主
任
講
師

「
矢
が
２
本
で
あ
る
理
由

は
難
し
い
で
す
が
、
一
つ

に
陰
陽
の
関
係
が
あ
り
ま

す
。
一
本
目
の
矢
で
鳥
の
片
方
の
羽
を
使

い
、
二
本
目
の
矢
で
そ
の
鳥
の
も
う
片
方

の
羽
を
使
っ
て
、
余
す
こ
と
な
く
全
て
の

羽
を
使
い
、
自
然
の
産
物
に
敬
意
を
払
い

ま
す
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
一
本
目
を

あ
て
て
も
二
本
目
を
外
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
実
力
が
な
い
人
が
、
ま
ぐ
れ
あ
た
り

で
一
本
目
を
あ
て
た
と
し
て
も
、
二
本
目

は
外
し
て
し
ま
い
ま
す
。
二
本
を
射
る
の

は
実
力
の
証
拠
も
与
え
て
く
れ
ま
す
。
的

が
頭
の
高
さ
に
な
り
ま
す
と
、
矢
は
落
ち

ま
す
か
ら
、
高
す
ぎ
ま
す
。
日
本
の
弓
は

上
が
長
く
て
下
が
短
く
、
弓
の
中
心
に
握

り
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
自
ず
と
、
下
を
狙
う
よ
う
に
な
り

ま
す
。
上
も
狙
え
ま
す
が
伝
統
的
に
的
は

低
い
位
置
に
あ
り
、
そ
の
的
を
狙
う
よ
う

に
弓
具
も
出
来
て
い
ま
す
。
女
性
は
肌
脱

ぎ
を
行
い
ま
せ
ん
。
袖
が
弦つ
る

に
触
れ
な
い

よ
う
に
襷た
す
きを

か
け
ま
す
」

弓　道

合気道 少林寺拳法

相　撲

銃剣道
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ニュース

●
講
義
要
旨　

小
笠
原
家
は
56
代
の
清
和

天
皇
か
ら
分
か
れ
た
家
に
な
り
ま
す
。
清

和
天
皇
か
ら
分
か
れ
た
家
と
し
て
は
、
武

田
家
や
足
利
家
、
島
津
家
、
細
川
家
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
80
代
の
高
倉
天
皇
か
ら
小

笠
原
と
い
う
苗
字
と
家
紋
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
笠
原
家
の
家
紋
は
菱
型
が
三
つ

重
な
っ
た
中
に
十
の
字
が
書
か
れ
た
も
の

で
す
。
こ
の
十
は
漢
字
の
王
の
上
と
下
を

省
略
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
小

笠
原
家
は
、
初
代
長
清
か
ら
は
じ
ま
り
現

在
の
宗
家
が
三
十
一
世
清
忠
で
す
が
、
そ

の
間
、
男
子
直
系
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

江
戸
時
代
ま
で
は
小
笠
原
家
は
専
業
で

流
儀
を
継
承
し
て
い
ま
し
た
。
小
笠
原
家

の
流
儀
を
歴
代
の
将
軍
家
に
伝
え
て
き
た

の
で
す
。
鎌
倉
時
代
は
源
家
、
室
町
時
代

は
足
利
家
、
江
戸
時
代
は
徳
川
家
に
。

　

小
笠
原
家
の
流
儀
と
は
馬
上
か
ら
の
弓

で
あ
る
弓
馬
術
と
地
上
か
ら
の
弓
で
あ
る

弓
術
、
そ
し
て
礼
法
で
す
。

　

そ
も
そ
も
礼
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

古
く
は
、
飛
鳥
時
代
の
十
七
条
の
憲
法
に

記
載
が
あ
り
ま
す
。「
民
を
治
め
る
本
質

は
礼
で
あ
る
」。
つ
ま
り
、
上
に
礼
が
無

い
時
に
は
下
は
従
わ
な
い
し
、
下
に
礼
が

無
い
時
に
は
必
ず
犯
罪
が
起
き
る
。
上
下

に
礼
が
あ
る
時
に
は
国
家
と
い
う
の
は
お

の
ず
と
治
ま
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

で
は
、
礼
法
と
は
何
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
、
人
と
し
て
の
最
低
限
の
ル
ー
ル
で
あ

り
ま
す
。
決
ま
り
事
や
型
に
あ
て
は
ま
る

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
の
動
き
は
実

用
的
で
、
省
略
で
き
る
と
こ
ろ
は
省
略

し
、そ
こ
に
美
し
さ
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
末
節
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な

く
、
常
に
本
質
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。
小
笠
原
家
の
伝
書
に
は
、

細
か
い
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

本
当
に
伝
え
た
い
こ
と
だ
け
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

本
質
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
用
・
省

略
・
美
の
動
き
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

小
笠
原
家
の
礼
法
の
稽
古
方
法
の
多
く

の
動
き
は
立
つ
・
座
る
な
ど
の
６
種
類
に

分
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
を

基
本
体
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
基
本
体
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
無
駄
を
省
い
た
座

り
方
、
歩
き
方
な
ど
を
稽
古
す
る
の
で
、

な
か
な
か
大
変
で
す
。
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
し
稽
古
し
ま
す
。
何
度
も
繰
り
返
し
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
物
事
の
本
質
を
見
出
す

力
が
身
に
付
き
ま
す
。
分
か
っ
て
い
る
こ

と
と
で
き
る
こ
と
は
違
う
の
で
、
こ
の
繰

り
返
し
行
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

小
笠
原
家
は
将
軍
家
に
仕
え
て
い
ま
し

た
の
で
、
人
の
上
に
立
つ
者
の
心
構
え
も

指
南
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
紹
介
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
心
に
一ひ
と

張は
り

の
弓
を
持
ち
な
さ
い
」

　

弦
を
つ
け
た
状
態
の
弓
本
体
に
は
一
定

の
力
が
常
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

一
定
の
緊
張
が
弓
に
か
か
り
続
け
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
心
に
持
ち
な

さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
客
さ
ん
と
し

て
ど
こ
か
に
行
く
と
き
、
多
く
の
方
は
一

定
の
緊
張
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
家
に
帰

る
と
ダ
ラ
リ
と
し
ま
す
。そ
う
で
は
な
く
、

常
に
一
定
の
緊
張
を
持
っ
て
い
な
さ
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
常
識
的
に
考

え
て
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
人
の
上
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は

気
分
屋
さ
ん
で
は
だ
め
で
、自
分
の
発
言
、

行
動
に
は
常
に
責
任
を
持
ち
な
さ
い
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
全
て
の
行
動
を
適
切
に
振
る
舞
い
な
さ

い
」

　

例
え
ば
、
こ
の
会
場
に
最
初
に
入
っ
た

方
の
隣
に
、
次
に
入
っ
て
き
た
方
が
座
っ

た
と
し
ま
す
。
知
り
合
い
で
あ
れ
ば
隣
に

座
っ
て
も
何
も
感
じ
な
い
で
し
ょ
う
が
、

全
く
知
ら
な
い
人
が
隣
に
座
る
と
、
異
な

る
感
情
を
抱
く
で
し
ょ
う
。
相
手
が
ど
う

い
う
関
係
か
に
よ
っ
て
受
け
方
が
変
わ
る

の
で
す
。
時
、
所
、
場
合
に
応
じ
て
適
切

な
振
る
舞
い
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
を
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
無
色
無
形
の
動
き
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
身
体
を
大
き
く
見
せ

て
威
張
っ
た
り
、
動
き
に
特
色
を
出
し
て

個
性
を
出
す
の
で
は
な
く
、
特
に
何
を
し

て
い
る
で
も
な
く
、
た
た
ず
ま
い
や
し
ぐ

さ
だ
け
で
そ
の
人
の
凄
さ
が
伝
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
で
は
無
駄
を
省
い
た
と
こ
ろ
に
美

◇ 
講
義
「
武
道
の
礼
法
」

小
笠
原
清
基（
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
教
場
三
十
一
世
宗
家
嫡
男
）
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考
え
方
が
大
切
で
す
。
ど
う
か
武
道
の
根

底
に
あ
る
考
え
方
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
講
義
を
ま
と
め
た
。◇

▽
質
疑
応
答

Ｑ
＝
デ
ル
フ
ォ
・
キ
ス
ぺ
さ
ん（
ボ
リ
ビ
ア
）

「
小
笠
原
教
場
の
未
来

を
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
」

Ａ
＝
小
笠
原
「
遺
産
と
伝
統
文
化
は
異
な

り
ま
す
。
守
る
べ
き
も
の
を
守
っ
て
変
わ

っ
て
い
く
の
が
伝
統
文
化
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
状
況
は
今
ま
で
以
上
に
変
わ

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
流
派
と
し
て
守
る

べ
き
も
の
は
守
っ
て
、
時
代
に
合
わ
せ
て

変
え
る
も
の
を
見
極
め
な
が
ら
進
ん
で
い

く
の
が
小
笠
原
の
未
来
だ
と
思
い
ま
す
」

Ｑ
＝
フ
ェ
ミ
・
イ
シ
ョ
ラ
さ
ん
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）

「
小
笠
原
と
い
う
名
字
は

独
特
の
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
」

Ａ
＝
小
笠
原
「
80
代
高
倉
天
皇
の
時
に
小

笠
原
の
名
字
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本

の
小
笠
原
姓
の
起
源
は
す
ベ
て
こ
こ
に
行

き
着
き
ま
す
」

◇

　

講
義
の
最
後
に
は
、
学
ん
だ
礼
を
全
員

で
行
っ
て
終
了
し
た
。�

を
求
め
ま
す
。
西
洋
は
盛
り
付
け
た
と
こ

ろ
に
美
し
さ
を
見
出
し
ま
す
。
日
本
人
は

動
き
か
ら
も
無
駄
を
省
き
、
そ
こ
に
美
し

さ
を
見
出
し
た
の
で
す
。

◇

●
礼
法
の
実
技　

次
に
礼
法
の
実
技
が
行

わ
れ
た
。
始
め
に
足
を
半
分
ず
ら
し
て
、

武
家
の
座
り
方
・
立
ち
方
を
実
践
。

「
上
半
身
は
揺
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
小
笠
原
講
師
よ
り
注
意
点
が
加
え
ら
れ

る
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
な
が
ら
も
そ

の
所
作
は
辛つ
ら

く
、
足
腰
を
し
っ
か
り
と
使

わ
な
け
れ
ば
実
践
で
き
な
い
。

　

小
笠
原
講
師
は
「
上
体
を
振
る
の
は
無

駄
な
動
き
と
な
り
ま
す
。
武
士
の
戦
い

で
、
無
駄
な
動
き
が
あ
る
と
隙
が
生
じ
て

死
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
日

常
か
ら
そ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
で

し
た
。
ま
た
、
武
士
と
い
う
の
は
い
つ
敵

が
攻
め
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
日
常
か
ら
身
体
を
作
る
こ
と
が
必
要

で
し
た
。
馬
に
乗
り
、
弓
を
使
う
、
そ
の

た
め
の
筋
力
を
日
常
か
ら
作
る
の
が
大
切

な
の
で
す
」
と
武
士
の
日
常
生
活
の
所
作

と
鍛
錬
の
意
味
を
伝
え
た
。

　

跪き

座ざ

の
実
践
に
続
い
て
お
辞
儀
を
説

明
。「
お
辞
儀
は
相
手
を
信
頼
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
一
番

弱
い
後
頭
部
を
相
手
に
見
せ
て
、
目
線
を

反
ら
す
か
ら
で
す
。
今
か
ら
戦
う
相
手
に

お
辞
儀
を
し
ま
す
か
ら
目
線
を
反
ら
さ
な

い
武
道
も
あ
り
ま
す
。
何
を
す
る
か
に
よ

っ
て
お
辞
儀
一
つ
に
し
て
も
や
り
方
は
変

わ
り
ま
す
」と
小
笠
原
講
師
。
続
い
て「
手

は
自
然
に
足
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
お
辞

儀
の
時
、
手
な
ど
も
意
識
す
る
こ
と
に
よ

り
全
体
と
し
て
調
和
が
保
て
ま
す
。
腰
か

ら
曲
げ
る
こ
と
を
意
識
す
る
と
背
中
が
丸

く
な
り
ま
せ
ん
。
お
辞
儀
は
全
身
を
も
っ

て
相
手
に
敬
意
を
示
し
ま
す
。
腰
を
入
れ

て
動
か
す
こ
と
が
武
道
全
般
の
決
ま
り
事

で
す
」
と
そ
の
所
作
と
意
味
を
解
説
し

た
。
参
加
者
は
各
々
で
真
剣
に
お
辞
儀
の

稽
古
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
昔
の
正
座
の
所
作
を
実
践
。
左

右
の
足
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
座
り
な
が
ら

胡あ
ぐ
ら坐

の
よ
う
な
体
勢
を
と
る
。
参
加
者
は

そ
の
所
作
が
難
し
い
ら
し
く
、
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
て
苦
笑
い
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　

小
笠
原
講
師
は
「
こ
の
所
作
一
つ
を
と

っ
て
も
、
無
駄
な
も
の
を
省
い
て
美
し
さ

を
求
め
て
い
く
考
え
が
根
底
に
あ
り
ま

す
。
武
士
は
全
て
を
実
用
的
に
考
え
て
、

省
略
で
き
る
も
の
は
省
略
し
て
そ
こ
に
美

し
さ
を
求
め
ま
し
た
。
ど
う
い
う
思
想
が

あ
っ
て
そ
の
動
き
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の

跪座を解説する小笠原講師 武家の座り方・立ち方の実践
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●
講
義
要
旨　

禅
は
、
今
や
言
葉
と
し
て

は
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
で
世
界
に
通
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
本

当
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
は
、
難
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

禅
は
仏
教
の
一
つ
の
宗
派
で
す
。
古
代

イ
ン
ド
に
発
生
し
て
中
国
に
至
り
、
そ
し

て
、
中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
り
、
日
本
の

気
候
や
風
土
、
日
本
人
の
精
神
性
や
美
意

識
と
混
ぜ
合
わ
さ
っ
て
、
武
道
は
言
う
に

及
ば
ず
、
伝
統
的
な
日
本
文
化
の
精
神
的

な
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
禅
と
は
、
静
か
に
座
っ
て
、

自
分
で
自
分
の
心
を
落
ち
着
け
る
、
と
い

う
極
め
て
精
神
的
な
自
己
訓
練
の
方
法
で

す
。

　

私
た
ち
に
は
今
ま
で
生
き
て
き
た
中

で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
心
に
つ
い

て
し
ま
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
思
い
に
と
ら
わ
れ
、
引
き

ず
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
の
思
い
を
す
べ
て

捨
て
て
い
く
。
つ
ま
り
、
余
計
な
も
の
を

す
べ
て
捨
て
て
、
本
来
の
自
分
の
心
に
帰

る
、
そ
れ
が
禅
な
の
で
す
。

　

こ
の
禅
と
武
道
の
関
係
は
、
表
面
上
に

は
見
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
禅
と
日
本
文
化

全
体
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
。
武
道
を
含

め
た
日
本
文
化
全
体
を
木
に
例
え
て
言
う

な
ら
ば
、
禅
は
木
の
根
っ
こ
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
外
か
ら
は
見
え
な
い
が
、
全
て

を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
る
、
と
い
っ
た

も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
は
言
葉
に
も
表
れ

て
い
ま
す
。

　

剣
道
、
柔
道
、
茶
道
、
華
道
、
書
道
、

芸
道
、
商
道
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
道
こ
そ
が
禅
で
あ
り
、
そ
の
内

容
は
、
古
来
「
禅
と
は
心
の
名
な
り
」
と

い
う
言
葉
が
示
す
通
り
、
心
な
の
で
す
。

　

全
生
庵
を
創
建
し
た
山や
ま

岡お
か

鉄て
っ

舟し
ゅ
うは
禅
と

剣
の
達
人
で
し
た
。
そ
し
て
、
45
歳
の
と

き
、
座
禅
を
し
て
悟
り
を
開
い
た
と
き
、

同
時
に
剣
の
極
意
に
達
し
ま
し
た
。
彼
の

残
し
た
言
葉
に
こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
剣
法
修
行
の
根
源
は
、
精
神
を
練

り
、
敵
に
対
し
て
少
し
も
隙
な
き
を
専
一

と
す
」。

　

今
は
剣
道
と
言
い
ま
す
が
、
明
治
以
前

は
剣
法
あ
る
い
は
剣
術
で
し
た
。
そ
れ
は

言
葉
通
り
ま
さ
に
人
を
斬
る
た
め
の
方
法

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
時
代

は
移
り
、
も
は
や
人
を
斬
る
術
は
必
要
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
剣
の
道
場
は
廃
れ
、

剣
の
達
人
た
ち
も
皆
、
剣
を
捨
て
て
い
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
山
岡
は
天
下
に
向

か
っ
て
言
っ
た
の
で
す
。

「
剣
の
本
当
の
修
行
は
精
神
、
心
を
鍛
え

る
こ
と
だ
」
と
、
そ
し
て
「
自
分
と
剣
と

が
一
つ
に
な
る
こ
と
」
だ
と
。
ま
さ
に
こ

の
言
葉
か
ら
、
剣
術
（
剣
法
）
が
剣
道
に

変
化
を
し
た
の
で
す
。
他
人
を
斬
る
術

が
、
自
分
の
弱
き
心
を
斬
り
捨
て
、
自
分

の
心
を
鍛
え
て
い
く
道
と
な
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
自
分
の
心
を
極
め
た
極
意

は
、「
和わ

合ご
う

」（
心
の
底
か
ら
親
し
く
、
仲

良
く
す
る
こ
と
）
で
す
。
自
分
と
他
人
、

自
分
と
物
、
自
分
と
自
然
の
和
合
こ
そ
が

そ
の
極
意
で
す
。

　

日
本
の
武
道
は
敵
を
倒
す
た
め
の
術
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
敵
と
相
対
し
な
が
ら

も
、
ど
こ
ま
で
も
自
分
の
心
を
鍛
え
、
そ

し
て
自
分
を
な
く
し
て
、
最
後
は
敵
と
も

和
合
し
て
い
く
の
が
武
道
で
す
。
で
す
か

ら
武
道
は
動
く
禅
で
あ
り
ま
す
。

　

自
分
勝
手
な
思
い
を
な
く
し
、
最
終
的

に
他
と
和
合
し
て
い
く
の
が
、
武
道
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
の
道
と
い
う
文
化
で
あ

り
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
が
禅
な

の
で
す
。

◇

●
座
禅
の
実
技　

続
い
て
の
座
禅
の
実
技

で
は
、
靴
下
を
脱
い
で
実
践
。
平
井
講
師

指
導
の
も
と
、
参
加
者
は
座
布
団
を
半
分

に
折
っ
て
お
尻
の
下
に
敷
き
、
左
右
の
足

を
太
も
も
に
乗
せ
て
、
胡
坐
を
か
い
た
。

「
難
し
い
人
は
、
ど
ち
ら
か
の
片
足
を
の

せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
、
一
番
大
切
な

の
が
背
筋
を
伸
ば
す
こ
と
で
す
。
横
か
ら

見
る
と
耳
と
肩
と
腰
が
真
っ
直
ぐ
に
な
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
座
禅
の
姿
勢

を
説
明
。

「
座
禅
で
は
目
を
閉
じ
る
と
思
っ
て
い
る

方
が
多
い
で
す
が
こ
の
時
、
目
を
閉
じ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
最
大
の
理
由
は
眠
く
な

る
か
ら
で
す
（
笑
）」
と
笑
い
を
誘
い
な

が
ら
和
や
か
に
実
技
は
進
ん
で
い
く
。「
そ

れ
と
と
も
に
人
間
は
目
で
物
事
を
見
て
身

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。
目
を

閉
じ
る
と
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ

◇ 
講
義
「
武
道
と
禅
」平

井
正
修（
宗
教
法
人
全
生
庵
住
職
）
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る
と
い
う
の
は
、
自
分
の
心
と
身
を
一
つ

に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
、
皆
さ
ん

は
道
場
に
い
る
の
で
す
か
ら
心
は
こ
こ
、

こ
の
道
場
に
あ
る
の
で
す
」
と
座
禅
で
の

心
の
あ
り
方
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
心
を
一
つ
に
す
る
実
践
と
な
っ

た
。「
心
を
整
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
で

す
。
今
日
は
数す

息そ
く

観か
ん

と
い
う
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。
息
を
吐
く
と
き
に
そ
の
呼
吸
を

数
え
て
く
だ
さ
い
。
10
ま
で
数
え
た
ら
ま

た
１
に
戻
り
ま
す
。
し
か
し
、
３
つ
４
つ

数
え
る
と
他
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
う
し
た
ら
や
り
直
し
で
す
。
湧
き

上
が
っ
た
ら
そ
れ
を
大
き
く
し
な
い
で
捨

て
て
く
だ
さ
い
。
今
か
ら
警け
い

策さ
く

を
も
っ
て

回
り
ま
す
が
、
他
念
が
あ
っ
た
ら
合
掌
で

教
え
て
く
だ
さ
い
」。
静
寂
の
な
か
、
平

井
講
師
は
お
り
ん
を
鳴
ら
し
て
、
座
禅
を

組
ん
だ
参
加
者
の
周
り
を
巡
回
し
た
。
参

加
者
は
思
い
思
い
に
合
掌
し
、
警
策
で
左

右
の
肩
を
叩
い
て
も
ら
い
、
心
と
身
を
一

つ
に
す
る
よ
う
努
め
て
い
た
。

◇

▽
質
疑
応
答

Ｑ
＝
楊
普
鴿
さ
ん
（
中
国
）「
座
禅
で
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
の
方
法
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

小
笠
原
先
生
の
『
武
道
の

ま
す
。
息
を
吐
く
と
き
に
丹
田
に
呼
吸
が

落
ち
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
ょ

う
」
と
平
井
講
師
。

「
こ
れ
で
姿
勢
と
呼
吸
が
整
い
ま
し
た
。

最
後
は
心
で
す
。
座
禅
で
は
、
こ
の
心
を

整
え
る
た
め
に
姿
勢
を
整
え
、
呼
吸
を
整

え
て
い
き
ま
す
。
原
則
的
に
は
姿
勢
と
呼

吸
を
整
え
て
い
け
ば
心
は
整
っ
て
く
る
も

の
で
す
。
し
か
し
そ
う
簡
単
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
身
体
は
こ
こ
に
あ
っ
て
も
他
の
こ

と
に
意
識
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん
は
た
だ
の

脱
け
殻
で
す
。
座
禅
で
心
を
落
ち
着
か
せ

礼
法
』
の
講
義
で
は
、
常
に
緊
張
感
を
も

っ
て
く
だ
さ
い
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。こ
の
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
ま
せ
ん
か
」

Ａ
＝
平
井
「
座
禅
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た

め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
程
度

の
緊
張
感
を
持
つ
こ
と
は
座
禅
で
も
礼
法

で
も
武
道
で
も
何
を
や
る
に
し
て
も
必
要

で
す
。
礼
法
も
心
を
整
え
る
た
め
の
も
の

で
す
。
心
に
は
形
が
無
い
の
で
座
禅
で
は

姿
勢
と
呼
吸
を
整
え
ま
す
。
礼
法
も
座
禅

も
根
は
同
じ
で
す
」

Ｑ
＝
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
エ
ス
テ
ベ
ス
さ
ん（
ス
ペ
イ
ン
）

「
座
禅
に
お
け
る
無
心
と

集
中
の
違
い
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」

Ａ
＝
平
井
「
無
心
は
何
も
考
え
な
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
心
と
い
う
よ
り
一

心
と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
無
心
＝
集
中
で
す
。
余
計
な
も
の
は

捨
て
て
一
つ
の
心
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ

が
座
禅
で
い
う
無
心
で
す
」

Ｑ
＝
エ
ス
テ
ベ
ス
「
で
は
、
無
心
と
武
道

の
残
心
と
の
違
い
（
心
が
無
い
こ
と
と
、

心
が
残
る
こ
と
）
は
何
で
す
か
」

Ａ
＝
平
井
「
漢
字
の
意
味
は
考
え
な
い
で

く
だ
さ
い
。
無
心
が
続
い
て
い
く
の
が
残

心
で
す
。
無
心
は
心
が
無
い
の
で
は
な

く
、
隙
を
作
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
」

座禅の実技

警策をもって心を正す平井講師。
実技は緊張感を持ちながらも和やかに行われた

て
し
ま
い
ま
す
。そ
う
は
言
っ
て
も
、色
々

な
も
の
が
見
え
る
と
気
が
散
り
ま
す
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
真
っ
直
ぐ
前
を
向
い
て

ふ
と
目
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
手
は

組
ま
ず
に
足
の
上
に
乗
せ
ま
し
ょ
う
」

　

次
に
呼
吸
の
説
明
に
入
っ
た
。「
座
禅

と
は
呼
吸
法
で
も
あ
り
ま
す
。
息
を
吐
く

と
重
心
や
血
液
や
色
々
な
も
の
が
全
身
か

ら
下
が
っ
て
い
き
ま
す
が
、
日
常
生
活
で

は
、
常
に
緊
張
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
で

そ
れ
ら
が
上
に
上
が
り
ま
す
。
座
禅
で
は

そ
の
上
が
っ
て
い
る
も
の
を
下
げ
て
い
き
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【
柔
道
】

　

越
野
忠
則
講
師
が
全
体
を
指
揮
し
な
が

ら
濵
名
智
男
主
任
講
師
が
そ
れ
を
補
佐
。

「
今
回
は
短
い
時
間
で
す
の
で
、
柔
道
の

全
て
は
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
中

に
は
柔
道
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
痛
い
、

恐
い
な
ど
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
は

柔
道
の
楽
し
い
と
こ
ろ
だ
け
を
行
い
ま

す
」
と
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
国
際
武

道
大
学
の
柔
道
部
学
生
と
ペ
ア
に
な
り
、

体た
い

落お
と
しと
大
内
刈
を
体
験
し
た
。
参
加
者
は

バ
タ
バ
タ
と
学
生
を
投
げ
飛
ば
し
、
柔
道

の
投
技
の
感
覚
を
体
感
し
て
い
た
。

【
剣
道
】

　

井
島
章
講
師
よ
り
「
剣
道
を
体
験
し
て

何
か
の
思
い
出
を
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ

い
。
竹
刀
の
原
形
は
刀
で
す
。
刀
で
や
り

と
り
し
て
い
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

説
明
が
あ
っ
た
。

　

井
島
講
師
が
全
体
指
導
で
、
蒔
田
実
主

任
講
師
が
補
佐
。
竹
刀
の
操
作
法
を
指
導

の
後
、
実
技
に
入
っ
た
。
井
島
講
師
は
竹

刀
の
振
り
方
を
段
階
的
に
指
導
。
ペ
ア

に
な
り
、
受
け
側
が
竹
刀
を
横
に
し
て

面
を
受
け
る
打
突
の
練
習
を
行
っ
た
。

「『
面
！
』
と
い
う
声
と
ヒ
ッ
ト
が
一
緒
に

な
る
よ
う
に
」
と
井
島
氏
。
次
に
胴
の
指

導
に
移
っ
た
。
竹
刀
の
操
作
は
お
ぼ
つ
か

な
い
な
が
ら
も
、
国
際
武
道
大
学
の
剣
道

部
学
生
に
対
し
て
、
笑
顔
で
挑
ん
で
い
く

参
加
者
の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
最
後

は
剣
道
部
学
生
に
よ
る
掛
か
り
稽
古
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、「
皆
さ

ん
、
短
い
時
間
で
し
た
が
楽
し
ん
で
も
ら

え
ま
し
た
か
」
と
井
島
講
師
が
投
げ
か
け

る
と
全
員
が
「
Ｙ
ｅ
ｓ
！
」
と
応
じ
た
。

「
剣
道
は
長
い
期
間
行
え
ま
す
。
蒔
田
先

生
は
70
歳
で
す
が
、
学
生
た
ち
は
太
刀
打

ち
で
き
ま
せ
ん
。
今
日
は
皆
さ
ん
の
一
所

懸
命
な
姿
勢
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
」

◇ 
体
　
験
　
武
　
道

小柄な参加者が柔道部学生に投げ技を決めると大きな拍手が送られた

越野講師による体落の見本投技を体感

二人組になって面の練習　　　　　

井島講師（左）による指導のもと、面を体験
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【
弓
道
】

　

橋
本
眞
也
主
任
講
師
と
土
佐
正
明
講
師

の
指
導
、
国
際
武
道
大
学
弓
道
部
の
補
佐

に
よ
っ
て
一
人
ず
つ
直
接
指
導
を
行
い
な

が
ら
、
近
的
を
行
っ
た
。
多
く
の
参
加
者

は
初
め
て
み
る
日
本
弓
の
美
し
さ
に
見
惚

れ
、
熱
心
に
立
射
を
行
っ
た
。
時
間
い
っ

ぱ
い
と
な
り
、
ま
だ
ま
だ
体
験
を
続
け
た

い
参
加
者
に
「
も
っ
と
続
け
た
い
で
し
ょ

う
が
、
我
慢
を
す
る
の
も
武
道
で
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
の

体
験
で
も
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
橋
本
講

師
が
語
り
か
け
て
終
了
し
た
。

【
相
撲
】

　

は
じ
め
に
伊
東
良
主
任
講
師
が
「
相
撲

は
日
本
の
国
技
で
す
。
是
非
そ
れ
を
体
感

し
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
呼
び
か
け

た
。
先
ず
は
四し

股こ

。「
四
股
は
下
半
身
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
相
撲
の
選
手
は
、

試
合
前
に
100
回
、
試
合
後
に
100
回
行
っ
て

い
ま
す
」
と
説
明
。
続
け
て
す
り
足
の
指

導
に
入
っ
た
。「
親
指
を
地
面
に
つ
け
た

状
態
で
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
肘
が
開
い
て

い
る
と
相
手
に
入
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

膝
を
開
く
の
は
、
重
い
相
手
で
も
怪け

我が

を

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ

の
所
作
の
理
由
を
解
説
し
た
。
次
に
、
嘉

陽
快
宗
講
師
と
実
技
補
助
の
大
橋
廉
氏
の

胸
を
借
り
て
押
し
の
体
験
。
参
加
者
は
大

柄
な
嘉
陽
講
師
を
力
一
杯
に
押
す
も
の

の
、
嘉
陽
講
師
に
土
俵
際
で
戻
さ
れ
て
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

最
後
は
、
参
加
者
と
両
氏
が
相
撲
を
と

っ
た
。
時
間
の
都
合
上
７
名
が
選
出
さ

れ
、
気
合
い
の
入
っ
た
取
組
を
み
せ
た
。

息
の
上
が
っ
た
大
橋
氏
を
参
加
者
が
押
し

出
す
と
、
伊
東
講
師
と
周
囲
の
参
加
者
は

こ
の
金
星
に
拍
手
喝
采
。
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
終
了
し
た
。

橋本主任講師の直接指導を受けながら弓道を体験

伊東主任講師（左）が審判を務め、相撲をとった

四股のトレーニング
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ニュース

【
空
手
道
】

　

渡
邉
純
一
講
師
が
全
体
指
導
。
渡
邉
講

師
は
バ
ラ
ン
ス
と
下
半
身
の
重
要
性
を
諸

所
で
説
明
し
て
、
突
き
や
蹴
り
、
受
け
を

指
導
し
た
。
渡
邉
講
師
は
「
突
き
も
受
け

も
引
き
手
が
大
切
で
す
。
引
き
手
を
強
く

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」
と
注

意
点
を
説
明
。
岡
林
俊
雄
主
任
講
師
が

個
々
に
巡
回
し
て
指
導
し
た
。
参
加
者

は
、
慣
れ
な
い
突
き
や
蹴
り
な
が
ら
も
一

生
懸
命
に
基
本
技
を
練
習
し
、
最
後
は
約

束
組
手
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
岡
林
講
師
が
「
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
勝
ち
負
け
で
な

く
、
自
分
を
高
め
る
た
め
、
互
い
を
高
め

る
の
が
武
道
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
」
と
空

手
道
体
験
会
を
ま
と
め
た
。

【
合
気
道
】

　

金
澤
威
主
任
講
師
が
全
体
を
指
導
。
森

智
洋
講
師
が
そ
の
補
佐
に
回
っ
た
。
金
澤

講
師
は
初
め
に
「
皆
さ
ん
に
は
合
気
道
の

技
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
ど
う
身
体
が
崩

れ
る
か
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
」と
合
気
道
体
験
会
の
趣
旨
を
説
明
。

　

は
じ
め
に
、
合
気
道
の
受
身
、
足
の
運

び
方
を
指
導
し
た
。「
重
心
を
下
ろ
す
と

身
体
が
安
定
し
ま
す
。
そ
れ
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
」
と
金
澤
講
師
。
最
後
の
四
方

投
げ
で
は
、
動
作
ご
と
に
１
、
２
、
３
と

順
を
お
っ
て
丁
寧
に
説
明
。
参
加
者
が
補

助
学
生
に
技
を
決
め
る
と
周
り
か
ら
拍
手

が
起
こ
っ
て
い
た
。

岡林主任講師による突きの指導

渡邉講師が全体指導

両講師の蹴りの指導

合気道の四方投げを行う参加者

森講師は足の運び方を説明

濵名主任講師（柔道）も
合気道を体験
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【
少
林
寺
拳
法
】

　

は
じ
め
に
村
瀬
晃
啓
講
師
が
少
林
寺
拳

法
の
合
掌
礼
を
説
明
。「
合
掌
礼
は
挨
拶

で
も
あ
り
、
構
え
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分

と
相
手
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
村
瀬
氏
。
日
當

喜
澄
主
任
講
師
に
よ
る
開
足
中
段
構
か
ら

の
突
き
の
指
導
か
ら
、
体
験
会
は
始
ま
っ

た
。
日
當
講
師
は
、
村
瀬
講
師
と
の
模
範

に
お
い
て
、
技
を
強
め
に
決
め
て
参
加
者

の
笑
い
を
誘
っ
て
い
た
。
そ
の
後
も
日
當

講
師
の
人
柄
が
滲に
じ

み
出
る
よ
う
な
楽
し
く

ユ
ニ
ー
ク
な
進
行
で
、内
受
突
、小
手
抜
、

上
受
蹴
を
テ
ン
ポ
よ
く
指
導
。
参
加
者
は

「
ア
ー
！
」
と
少
林
寺
拳
法
の
気
合
い
を

か
け
な
が
ら
、
そ
の
技
法
を
体
感
し
た
。

【
な
ぎ
な
た
】

　

ま
ず
、「
相
手
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に

ど
う
す
る
か
、
皆
さ
ん
と
考
え
な
が
ら
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
緩
い
緊
張
感
で
や

り
ま
し
ょ
う
」
と
小
野
恭
子
主
任
講
師
が

呼
び
か
け
る
。
参
加
者
は
道
場
い
っ
ぱ
い

に
広
が
っ
て
体
験
武
道
が
開
始
さ
れ
た
。

次
に
小
野
講
師
は
武
具
で
あ
る
な
ぎ
な

た
に
つ
い
て
説
明
。「
な
ぎ
な
た
に
は
切

れ
る
部
位
と
そ
う
で
な
い
部
位
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を
意
識
し
な
が
ら
や
り
ま
し

ょ
う
」
と
説
明
。
梅
原
敬
子
講
師
の
他
、

通
訳
者
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

氏
、
ブ
ル
ー
ス
・
フ
ラ
ナ
ガ
ン
氏
も
補
佐

に
ま
わ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
参
加
者
は
中

段
の
構
え
か
ら
八
相
の
構
え
を
と
っ
て
面

打
ち
な
ど
を
体
験
。
そ
の
後
、
中
段
の
構

え
か
ら
振
り
上
げ
面
、
持
ち
替
え
て
面
、

持
ち
替
え
て
ス
ネ
な
ど
打
ち
返
し
の
反
復

少林寺拳法・上受蹴の体験

なぎなた・小野主任講師（右）による面打ちの指導

村瀬講師による全体の指導

が
行
わ
れ
た
。

【
銃
剣
道
】

　

佐
藤
亨
主
任
講
師
が
銃
剣
道
の
歴
史
に

つ
い
て
説
明
。
そ
し
て
「
銃
剣
道
は
突
く

だ
け
の
競
技
で
す
」
と
語
り
か
け
て
、
突

き
、
払
い
な
ど
の
操
作
方
法
を
解
説
し

た
。
続
い
て
、
ボ
ー
ル
突
き
、
パ
ン
チ
ミ

ッ
ト
突
き
な
ど
、
感
触
と
楽
し
さ
に
重
点

を
お
い
た
指
導
が
な
さ
れ
た
。
最
後
は
ボ

ー
ル
突
き
に
よ
る
競
技
会
が
行
わ
れ
、
優

勝
者
に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

銃剣道のボール突き

競技会優勝のエティ
ジェイさんに記念品
を渡す佐藤主任講師 突きを繰り返し練習する
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ニュース

▽
ド
ラ
ジ
ェ
ン
・
フ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
チ
さ
ん

（
ク
ロ
ア
チ
ア
・
駐
日
ク
ロ
ア
チ
ア
大
使�

・
武
道
未
経
験
）

「
ま
ず
は
、
武
道
セ
ミ
ナ
ー
の
主
催
で
あ

る
日
本
武
道
館
、
後
援
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
外
務
省
、
日
本
武
道

協
議
会
、
国
際
武
道
大
学
へ
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
将
来
的
に
も
益
々
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
こ
の
素
晴
ら
し
い
セ
ミ
ナ

容
に
驚
き
ま
し
た
。
武
道
は
単
な
る
肉
体

的
な
護
身
だ
け
で
は
な
く
、武
道
の『
道
』

に
あ
る
よ
う
に
、
人
生
に
対
す
る
考
え
方

な
ど
も
学
べ
て
、
精
神
的
に
活い

か
せ
る
も

の
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
分

に
と
っ
て
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
武
道
は

い
い
人
に
な
る
た
め
に
色
々
と
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
気
づ
い
た
こ
と

で
す
。
武
道
は
、
導
き
を
与
え
る
一
つ
の

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
を
理
解

す
る
に
は
武
道
を
学
ぶ
こ
と
が
鍵
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
こ

の
素
晴
ら
し
い
武
道
を
学
ん
で
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
知

識
だ
け
で
な
く
参
加
者
と
の
友
情
も
育
み

ま
し
た
。
道
を
与
え
て
く
れ
た
３
日
間
で

し
た
」

　

次
に
発
表
者
へ
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。

Ｑ
＝
カ
リ
・
シ
ミ
ズ
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）

「
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
、
何
の
武
道
が
人
気

が
あ
り
ま
す
か
」

Ａ
＝
フ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
チ
「
柔
道
を
初
め
、

体
験
で
き
た
武
道
の
ほ
と
ん
ど
が
ク
ロ
ア

チ
ア
で
は
人
気
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
そ

れ
ぞ
れ
の
武
道
の
人
気
が
さ
ら
に
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
」

▽
ニ
コ
ー
ル
・
ス
キ
ア
シ
ア
ン
ツ
さ
ん

（
ロ
シ
ア
・
筑
波
大
学
・
合
気
道
四
段
）

「
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
で
あ
る
武
道
の

歴
史
と
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
平
井
先
生
の
講
義
と

実
技
『
武
道
と
禅
』
が
印
象
的
で
し
た
。

普
段
か
ら
集
中
力
を
高
め
た
い
と
思
っ
て

い
た
私
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
自
身
を
追
究
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
祖
国
で
は

体
験
で
き
な
い
銃
剣
道
、
相
撲
な
ど
、
日

本
の
伝
統
的
な
武
道
を
体
験
で
き
て
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
感

じ
て
、
武
道
全
体
を
深
く
理
解
で
き
た
と

思
い
ま
し
た
。
私
は
合
気
道
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
1
年
前
に
離
れ
ま
し
て
、
そ

れ
以
来
武
道
と
は
疎
遠
で
し
た
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
ま
た
、
合
気
道
の

稽
古
を
や
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

改
め
て
武
道
の
奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

Ｑ�

デ
ル
フ
ォ
・
キ
ス
ぺ
さ
ん（
ボ
リ
ビ
ア
）

「
ロ
シ
ア
で
柔
道
、
合
気
道
以
外
も
人
気

の
武
道
は
あ
り
ま
す
か
」

Ａ
＝
ス
キ
ア
シ
ア
ン
ツ
「
確
か
に
、
合
気

道
、
柔
道
は
ロ
シ
ア
で
は
一
番
の
人
気
で

す
が
、
他
に
も
空
手
道
、
剣
道
は
人
気
が

◇ 
参
加
者
意
見
発
表

ー
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

私
が
参
加
し
た
動
機
は
、
家
族
と
時
間

を
過
ご
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今

回
は
日
本
武
道
館
か
ら
招
待
い
た
だ
い

て
、
息
子
と
来
て
い
ま
す
。
来
る
か
ら
に

は
、
武
道
の
理
解
を
深
め
た
い
と
思
い
、

臨
み
ま
し
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー
に
来
て
み
て

想
像
し
て
い
た
以
上
の
は
る
か
に
深
い
内

ドラジェン・フラス
ティッチさん
（クロアチア )

ニコール・スキア
シアンツさん
（ロシア )

モハメド・ハンナン・
アーメドさん

（パキスタン )

武道セミナーについて語るフラスティッチさん（クロアチア大使 )
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あ
る
武
道
で
す
」

▽
モ
ハ
メ
ド
・
ハ
ン
ナ
ン
・
ア
ー
メ
ド
さ
ん�

（
パ
キ
ス
タ
ン・東
北
大
学・武
道
未
経
験
）

「
母
国
で
は
、
武
道
を
習
う
機
会
が
少
な

い
で
す
。
今
回
、
人
生
に
一
度
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
武
道
に

対
す
る
第
一
印
象
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で

す
。武
道
は
、体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、

歴
史
的
・
文
化
的
な
も
の
で
あ
る
と
講
義

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
印
象
に
残
る
こ
と

は
、
中
心
と
な
る
調
和
と
美
が
日
本
の
文

化
を
代
表
す
る
も
の
だ
と
分
か
っ
た
こ
と

で
す
。
素
晴
ら
し
い
先
生
方
の
お
か
げ
で

充
実
し
た
３
日
間
と
な
り
、
世
界
各
国
の

皆
様
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
自
分
に
と
っ
て
是
非
続
け
て
み
た
い
武

道
は
、
柔
道
・
合
気
道
・
剣
道
で
す
。
今

は
日
本
の
大
学
で
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
そ
の
ど
れ
か
を
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
す
」

Ｑ
＝
エ
ル
ト
ゥ
ル
・
ヤ
ル
チ
ン
さ
ん（
ト
ル
コ
）

「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
世
界
観
や

人
生
に
関
す
る
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た

か
」

Ａ
＝
ア
ー
メ
ド
「
参
加
す
る
前
は
、
武
道

は
ジ
ム
と
一
緒
で
体
を
動
か
す
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
礼

法
や
心
構
え
な
ど
を
学
び
、
今
後
の
自
分

の
人
生
に
活
か
せ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

Ｑ
＝
フ
ェ
ミ
・
イ
シ
ョ
ラ
さ
ん（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）

「
私
は
今
、
福
岡
に
住
ん
で
い
ま
す
。
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
往
復
交
通
費
は
３
万
円
か
か

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
価
値
が
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
素
晴
ら
し

い
指
導
を
受
け
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
セ
ミ

ナ
ー
の
参
加
理
由
の
一
つ
は
相
撲
の
体
験

で
し
た
。
相
撲
が
体
験
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。
発
表
者
へ
の
質
問
で
す

が
、
母
国
に
帰
っ
た
ら
武
道
を
ど
う
い
う

形
で
広
め
た
い
で
す
か
」

Ａ
＝
ア
ー
メ
ド
「
今
す
ぐ
に
ど
の
よ
う
に

広
め
た
ら
い
い
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
大
学
院
に
在
籍
し
て
い
ま
し
て
、
５

年
間
日
本
に
滞
在
予
定
で
す
の
で
、
何
か

の
武
道
を
稽
古
し
て
、
５
年
後
に
母
国
に

帰
っ
て
、
広
め
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

パ
キ
ス
タ
ン
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
が
有
名
で
武

道
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

武
道
の
普
及
は
意
味
の
あ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
」

Ｑ
＝
イ
シ
ョ
ラ
「
ま
た
、
日
本
武
道
館
へ

の
質
問
で
す
。
武
道
を
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
国
に
ど
の
よ
う
に
広
め
て
い
き
ま

す
か
？
」

Ａ
＝
吉
野
喜
信
日
本
武
道
館
振
興
部
長

「
日
本
武
道
館
で
は
海
外
派
遣
事
業
を
毎

年
展
開
し
て
お
り
、
過
去
に
40
回
ほ
ど
、

武
道
９
種
目
と
古
武
道
３
流
派
、
計
70
名

程
度
の
武
道
団
を
結
成
し
て
各
国
で
武
道

演
武
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
選
定
方
法

と
し
て
、
日
本
と
の
交
流
の
周
年
に
あ
た

る
国
な
ど
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
毎
年
１
カ
所
と
し
、
今
後
も
事
業

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
去
年
は
『
ロ
シ

ア
に
お
け
る
日
本
年
』『
日
本
に
お
け
る

ロ
シ
ア
年
』
の
日
本
と
ロ
シ
ア
の
国
家
的

日
露
交
流
事
業
と
し
て
、
ロ
シ
ア
に
２

回
、
代
表
団
を
派
遣
し
て
お
り
、
モ
ス
ク

ワ
と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
そ
れ
ぞ
れ
日
本
武

道
館
の
鏡
開
き
式
と
武
道
演
武
大
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
去
年
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
も
派
遣
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
各
国
と
友
好

関
係
を
深
め
る
た
め
に
、
国
を
決
め
て
派

遣
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
こ

か
ら
武
道
の
普
及
が
進
め
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
じ

て
、
日
本
に
は
武
道
が
あ
る
こ
と
を
周
知

し
て
い
た
だ
い
て
、
草
の
根
で
武
道
の
輪

が
広
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」

◎
講
評
＝
蒔
田
実
主
任
講
師
（
剣
道
）

「
皆
さ
ん
の
真
剣
な
姿
勢
・
取
組
に
心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
短
い

時
間
で
し
た
け
れ
ど
も
、
９
つ
の
武
道
全

て
を
体
験
さ
れ
た
の
は
多
分
地
球
上
で
皆

さ
ん
だ
け
で
す
。
私
は
剣
道
専
門
で
、
相

撲
・
柔
道
は
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
他
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
体
験

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
い
て
い
る
と
武
道
の
本
来
の
目
的

は
良
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。
武
道
は

競
技
性
と
精
神
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
つ

に
す
る
の
が
武
道
の
特
徴
で
す
。
剣
道
で

は
試
合
に
勝
つ
た
め
に
日
夜
訓
練
し
ま

す
。
加
え
て
、
人
間
形
成
の
道
が
勝
つ
こ

と
以
上
に
大
切
な
の
で
す
。
己
の
弱
さ
を

知
る
、
人
の
痛
み
を
感
じ
る
、
不
屈
の
精

神
を
養
う
、
和
の
心
を
体
現
す
る
、
こ
の

４
つ
が
剣
道
で
大
切
で
す
。
試
合
の
勝
利

者
を
目
指
す
よ
り
、
人
生
の
勝
利
者
を
目

指
す
の
が
武
道
の
大
き
な
特
性
で
す
。
皆

さ
ん
が
人
生
の
勝
利
者
に
な
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
す
」
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▽
レ
ア
ン
ド
ロ
・
ナ
ポ
リ
タ
ノ
さ
ん

（
ブ
ラ
ジ
ル・ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館・剣
道
三
段
）

「
武
道
は
戦
う
た
め
の
も
の
で
な
く
、
異

文
化
交
流
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
き
っ
か
け

に
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
修
行
し
て

い
る
人
々
は
、
超
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

壁
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
私
も
抱
え
て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ

り
ま
す
。
武
道
を
通
じ
て
そ
れ
を
乗
り
越

え
よ
う
と
思
い
ま
す
。
20
年
間
稽
古
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
先
生
方
の
ご
指
導
が
あ

っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
体
に
対
し
て
も
、
も
っ

と
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
武
道
で
学
ん
だ
精
神
を
活
か
せ
ば
ど

ん
な
も
の
で
も
超
え
ら
れ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
武
道

を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
特
に
９
武
道
の
全
て
を
体
験
で
き
る

の
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
全
種
目
が
面
白
か
っ
た
で
す
。
大
変

貴
重
な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
」

▽
カ
リ
・
シ
ミ
ズ
さ
ん

（
ア
メ
リ
カ
・
北
海
道
大
学
・
弓
道
三
段
）

「
セ
ミ
ナ
ー
は
と
っ
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
講
義
は
興
味
深
く
拝
聴
し
ま
し
た
。

礼
法
と
禅
の
講
義
で
は
礼
や
座
禅
の
体
験

も
あ
り
、
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
武

道
の
体
験
会
に
す
ん
な
り
と
入
れ
ま
し

た
。
武
道
の
体
験
も
、
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
全
然
体
験
し
て
い
な
い
も
の
も
沢

山
あ
り
ま
し
た
し
、
先
生
た
ち
と
実
技
補

助
の
学
生
さ
ん
が
す
ご
く
優
し
く
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
武
道
の
共
通
点
に

も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
弓
道
は

経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
、
初
め
て
合

気
道
を
行
い
、
面
白
か
っ
た
で
す
」

▽
王
彪
さ
ん

　
（
中
国
・
千
葉
大
学
・
武
道
未
経
験
）

「
剣
道
の
体
験
会
で
、
最
後
に
学
生
さ
ん

◇ 

参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

懇親会で乾杯を行う橋本講師（左）
左から髙見国際武道大学学長、参加者のフラスティッチクロア

チア大使、猿田勝浦市長、吉野日本武道館振興部長

講師、参加者全員での記念撮影（3月 2日、日本武道館研修センター大道場前）
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今
回
、
銃
剣
道
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
講
義
で
は

日
本
の
紀
年
法
の
皇
紀
と
い
う
も
の
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
先
生
た
ち
は
丁
寧
に

優
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昔
、

柔
道
は
怖
い
と
い
う
印
象
で
し
た
が
、
今

日
は
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
」

ओ࠵＝日本武道館

ԉ＝スポーツ庁、外務省、日本武道協議会ޙ

国際武道大学＝ྗڠ

平成＝ؒظ 31（2019）年 3月 1日～ 3日

ॴ＝日本武道館研修センター（千葉県勝浦

市沢倉�582）

ಛผࢣߨ＝藤堂良明（筑波大学名誉教授）、

小笠原清基（弓馬術礼法小笠原教場三十一

世宗家嫡男）、平井正修（宗教法人全生庵

住職）

ओࢣߨɾࢣߨ＝（柔道）濵名智男七段、越

野忠則七段、（剣道）蒔田実範士八段、井

島章教士八段、（弓道）橋本眞也範士八段、

土佐正明教士八段、（相撲）伊東良五段、

嘉陽快宗二段、（空手道）岡林俊雄範士八

段、渡邉純一教士七段、（合気道）金澤威

七段、森智洋七段、（少林寺拳法）日當喜

澄正範士八段、村瀬晃啓准範士六段、（な

ぎなた）小野恭子範士、梅原敬子錬士、（銃

剣道）佐藤亨範士八段、小川功範士八段

࣮ٕิॿ＝（相撲）大橋廉、（なぎなた）大

谷嘉奈子、住母家あゆみ、国際武道大学柔

道部・剣道部・弓道部・空手道部・合気道

部

༁ɾ௨༁ऀ＝アレキサンダー・ベネット（ニ

ュージーランド、関西大学教授）、ショーン・

オコネル（ニュージーランド、南山大学教

授）、ブルース・フラナガン（オーストラ

リア、開知国際大学専任講師）

＝Ճऀࢀ 75 名（30 の国と地域）

第１回外国人留学生等対象
国際武道文化セミナー（概要）

に
よ
る
掛
か
り
稽
古
は
迫
力
が
あ
り
、
す

ご
か
っ
た
で
す
。
1
分
間
し
か
な
い
の
に

命
を
か
け
て
戦
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

泣
き
そ
う
に
な
る
く
ら
い
感
動
し
ま
し

た
。
武
道
は
自
分
の
心
と
技
を
磨
く
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た

ら
、
剣
道
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
」

▽
サ
ン
ジ
ェ
イ
・
エ
テ
ィ
ジ
ェ
イ
さ
ん

（
イ
ン
ド・大
阪
府
立
大
学・武
道
未
経
験
）

「
ド
ク
タ
ー
の
１
年
で
す
。
武
道
の
何
か

を
や
り
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

˞ୈ̎ճ֎ࠃਓཹ学ੜରࡍࠃ武道จԽセ
ϛφーҎԼͷఔͰ 201� ։͠࠵
·͢ɻօ༷ͷ͝ࢀՃΛ͓͓ͪͯ͠Γ·͢ɻ

ʹؒظ˜ 2020  3 月 6 ʙ � 
˜ॴʹຊ武道ؗݚमセンλー（ઍ༿ݝউ

Ӝࢢ 5�2）

閉講式・参加証授与＝黄仲麒さん（台湾）

懇親会では、講師や参加者同士の交流を深めた

心技体 人を育てる総合誌
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好
評
発
売
中
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四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

四
六
判
・
上
製
・
３
４
６
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税
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つ
ま
り
、
２
０
１
９
年
度
は
こ
の
委
託

事
業
で
空
手
道
・
な
ぎ
な
た
・
弓
道
・
合

気
道
・
少
林
寺
拳
法
・
銃
剣
道
の
内
か
ら
、

一
つ
以
上
を
実
施
す
る
モ
デ
ル
校
が
全
国

で
81
校
程
度
と
な
り
、
武
道
全
９
種
目
が

幅
広
く
実
施
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

武
道
推
進
モ
デ
ル
校
の
実
施
に
向
け

て
、
教
育
委
員
会
に
対
し
て
各
武
道
授
業

の
周
知
・
理
解
を
図
り
、
モ
デ
ル
校
へ
の

支
援
体
制
を
説
明
・
解
説
す
る
た
め
、
担

当
者
会
で
は
日
本
武
道
協
議
会
加
盟
の
武

道
９
団
体
が
そ
の
方
策
を
発
表
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
高
橋
修
一
ス
ポ
ー
ツ
庁
政

策
課
教
科
調
査
官
か
ら
、「
武
道
授
業
で

は
、
武
道
の
特
性
を
生
か
し
て
、
い
か
に

教
材
化
す
る
か
が
大
切
で
す
。
そ
の
よ
う

な
教
材
化
の
例
を
各
武
道
団
体
は
是
非
示

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
発
言
が
あ

り
、
各
武
道
団
体
代
表
者
が
協
力
方
策
を

説
明
し
た
。

武道全９種目の幅広い実施を目指して
武道９団体が武道推進モデル校への協力方策を説明

平成 30年度武道等指導充実・資質向上支援事業「全国連絡協議会」
及び都道府県・指定都市教育委員会学校体育担当者会

　

担
当
者
会
は
保
健
体
育
授
業
に
お
け
る

武
道
等
の
安
全
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め

の
全
国
連
絡
協
議
会
で
あ
り
、
国
の
学
校

体
育
関
連
施
策
の
周
知
も
目
的
と
し
て
い

る
。

　

今
回
は
、
２
０
１
９
年
度
の
武
道
等
指

導
充
実
・
資
質
向
上
支
援
事
業
で
新
た
な

テ
ー
マ
と
な
っ
た
「
多
様
な
武
道
等
指
導

の
充
実
」
に
つ
い
て
ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。
同
テ
ー
マ
は
各
都
道
府

県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
を
対
象
と
す

る
委
託
事
業
で
あ
る
。

　

同
テ
ー
マ
で
は
、「
武
道
推
進
モ
デ
ル

校
」
を
教
育
委
員
会
が
地
域
内
の
公
立
学

校
か
ら
指
定
す
る
。
武
道
推
進
モ
デ
ル
校

で
は
、選
択
必
履
修
種
目
の
柔
道
、剣
道
、

相
撲
に
加
え
て
１
種
目
以
上
を
選
択
し

て
、
男
女
共
習
で
武
道
授
業
を
実
施
す
る

（
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
選
択
必

履
修
種
目
以
外
の
種
目
の
み
で
も
可
）。

全
国
27
の
地
域
で
、
一
地
域
当
た
り
３
校

程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

柔道の協力方策を説明する田中裕之氏（右）

　

平
成
��
年
度
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向
上
支
援
事
業
「
全
国
連
絡
協
議
会
」
及
び

都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
体
育
担
当
者
会
（
主
催
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
、
以

下
担
当
者
会
）
が
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
（
��
カ
所
）
の
学
校
体
育
担

当
者
が
参
加
し
て
、
２
月
��
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
永
田
町
で

実
施
さ
れ
た
。
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▽
柔
道
＝
田
中
裕
之
・
全
日
本
柔
道
連
盟
参
事

「
全
日
本
柔
道
連
盟
で
は
、
３
つ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。
１
つ
目
は
授
業
の
質
的
な

向
上
で
す
。
具
体
的
に
は
、
新
し
い
学
習

指
導
要
領
に
準
拠
し
て
『
安
全
で
楽
し
い

柔
道
授
業
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
て
お
り
ま

す
。『
安
全
で
楽
し
い
』
と
い
う
部
分
を

強
調
し
て
柔
道
が
好
き
に
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
入
れ
た
新
し
い
指
導
書
で
す
。

加
え
て
、
地
域
の
外
部
指
導
者
に
対
し
て

授
業
作
り
を
支
援
す
る
立
場
を
理
解
し
て

も
ら
う
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
２
つ
目
は
モ
デ
ル
校
に
対
し
て
、
教

職
経
験
の
あ
る
柔
道
指
導
者
を
派
遣
い
た

し
ま
す
。
３
つ
目
は
他
武
道
と
の
連
携
が

ど
の
よ
う
に
で
き
る
の
か
、
効
果
・
共
通

点
・
相
違
点
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
全
日
本
柔
道
連
盟
は
、
新
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
い
た
指
導
書
を
作
成
し
、

授
業
を
理
解
し
て
い
る
指
導
者
を
派
遣
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

▽
剣
道
＝
百
鬼
史
訓
・
全
日
本
剣
道
連
盟

常
任
理
事

「
全
日
本
剣
道
連
盟
で
は
『
新
中
学
校
学

習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
安
全
で
効
果
的

な
剣
道
授
業
の
展
開
』（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
・
第
３
版
）
を
昨
年
２
月
に
作
成
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
を
も
と
に
授
業
協
力
者

の
養
成
の
た
め
の
講
習
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
７
年
度
ま
で
の
累
計
で
３

千
名
以
上
が
受
講
し
て
お
り
ま
す
。
各
県

に
は
授
業
協
力
者
が
い
る
の
で
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
各
県
に
は
、
剣
道
連
盟
と

教
育
委
員
会
・
中
学
校
と
の
橋
渡
し
と
し

て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ご
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
各
地
域
に
ど
の
よ
う
な
授
業

協
力
者
を
派
遣
で
き
る
か
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
学

校
現
場
に
授
業
協
力
者
の
活
用
・
周
知
・

理
解
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
授
業
協
力
者

を
活
用
し
た
公
開
授
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
活
用
し
て
も
ら
っ
た
学
校
か
ら

は
、『
教
員
の
指
導
力
向
上
に
も
繋つ
な

が
り
、

意
義
が
あ
る
』
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
全
日
本
剣
道
連
盟
で
は
、
剣

道
具
が
な
く
と
も
竹
刀
が
な
く
と
も
授
業

を
展
開
で
き
る
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
剣

道
の
エ
キ
ス
を
学
べ
る
様
々
な
工
夫
を
し

て
い
ま
す
」

▽
相
撲
＝
安
井
和
男
・
日
本
相
撲
連
盟
専

務
理
事

「
日
本
相
撲
連
盟
で
は
、『
中
学
校
体
育

　

相
撲
指
導
の
手
引
き
』
を
作
成
し
、
授

業
協
力
者
の
養
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

手
引
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
手
引
書
は
、『
土
俵
が
な
く
て
も

で
き
る
。
ま
わ
し
が
な
く
て
も
で
き
る
。

競
技
経
験
が
な
く
て
も
指
導
で
き
る
。
安

全
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
』
こ
と
を
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
構
成
し
て
い
ま
す
。
授
業

協
力
者
の
養
成
で
は
、
授
業
の
現
場
を
知

ら
な
い
指
導
者
は
不
適
切
で
あ
る
と
の
認

識
で
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
」

▽
空
手
道
＝
岡
﨑
紀
創
・
全
日
本
空
手
道

連
盟
事
務
局

「
月
刊
『
武
道
』
の
『
中
学
校
武
道
の
充

実
に
向
け
て
』
で
は
、
複
数
種
目
の
授
業

の
実
践
報
告
と
課
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
複
数
種
目
指
導
の
効
果

と
し
て
、『
礼
の
指
導
は
各
道
共
通
の
項

目
で
あ
る
の
で
時
間
の
短
縮
に
繋
が
っ

た
』『
柔
道
の
受
身
、
空
手
道
の
受
け
な

ど
は
関
連
付
け
て
指
導
で
き
た
』
な
ど
空

手
道
授
業
を
複
数
種
目
と
し
て
取
り
入

れ
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、
空
手
道
経
験
の

あ
る
教
員
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、

授
業
協
力
者
の
育
成
も
急
務
で
す
。
全
日

本
空
手
道
連
盟
で
は
、
保
健
体
育
科
教
員

へ
の
支
援
体
制
の
強
化
を
最
重
要
課
題
と

田中裕之氏（柔道）百鬼史訓氏（剣道）安井和男氏（相撲）岡﨑紀創氏（空手道）
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ニュース

は
な
ぎ
な
た
の
み
の
た
め
経
費
が
安
価
で

あ
る
、
③
身
体
接
触
が
な
い
た
め
教
員
が

男
女
を
問
わ
ず
教
授
し
や
す
い
、
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
な
ぎ
な
た
連
盟
で
は
、
授
業

協
力
者
を
派
遣
し
、
体
育
科
教
員
の
な
ぎ

な
た
授
業
の
実
施
を
支
援
す
る
体
制
を
作

っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
教
員
一
人
で

授
業
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
授
業
協
力
者
の
た
め
の
指
導

書
も
近
々
発
刊
す
る
予
定
で
す
」

▽
弓
道
＝
桑
田
秀
子
・
全
日
本
弓
道
連
盟
理
事

「
弓
道
は
、
正
し
い
指
導
の
も
と
で
行
え

ば
、
事
故
や
外
傷
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
弓
道
は
個
人
競
技
で
す
。
自
分
の
努

力
次
第
で
射
術
は
上
が
り
ま
す
。
場
所
と

し
て
は
、
体
育
館
で
古
畳
を
壁
に
立
て
て

的
を
置
い
て
弓
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
運
動
量
と
し
て
も
、
射
法
の
際
、
足

を
し
っ
か
り
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
下
半
身

が
鍛
え
ら
れ
、
弓
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て

上
半
身
が
発
達
し
ま
す
。
服
装
は
体
育
着

で
行
え
ま
す
。
授
業
で
使
用
す
る
弓
具
に

つ
い
て
は
全
日
本
弓
道
連
盟
よ
り
寄
贈
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
射し
ゃ

法ほ
う

八は
っ

節せ
つ

の
会か
い

ま
で

引
か
な
く
と
も
い
い
で
す
し
、
距
離
を
短

く
し
て
的
を
大
き
く
し
て
授
業
を
行
え
ま

す
。
団
体
戦
も
行
え
ま
す
。
弓
道
授
業
を

実
施
す
る
と
生
徒
は
姿
勢
が
よ
く
な
り
、

他
の
学
校
行
事
で
も
綺き

麗れ
い

な
礼
を
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
弓
道
は
楽
し
い
武

道
、
自
分
を
見
つ
め
る
武
道
で
す
」

▽
合
気
道
＝
金
澤
威
・
合
気
会
総
務
部
部
長

「
数
年
に
わ
た
っ
て
、
新
潟
県
加
茂
市
で

の
合
気
道
を
含
ん
だ
合
同
授
業
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
痛
感
し
た
の
が

道
場
で
の
指
導
と
学
校
で
の
指
導
は
違
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校
で
は
必
ず
し
も

合
気
道
が
好
き
な
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
モ
デ
ル
校
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
授
業
協
力
者
の
育

成
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
合
気
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
共

催
で
学
校
実
技
指
導
者
講
習
会
、
日
本
武

道
館
と
共
催
で
全
国
指
導
者
研
修
会
を
実

施
し
て
、
教
員
へ
の
合
気
道
の
理
解
、
授

業
協
力
者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
現

在
、
全
国
で
47
校
が
合
気
道
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
茨
城
県
笠
間
市
で

は
４
校
が
合
気
道
を
行
っ
て
い
ま
す
。
笠

間
市
（
旧
岩
間
町
）
は
開
祖
が
修
行
さ
れ

た
場
所
で
す
の
で
、
昔
か
ら
合
気
道
の
道

場
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
道
場
と
教
育
委
員

会
に
繋
が
り
が
で
き
た
の
が
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
市
内
全
６

し
て
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
支
援

体
制
は
以
下
の
通
り
で
す
。
①
日
本
武
道

協
議
会
発
行
の
『
中
学
校
武
道
必
修
化
指

導
書
』（
空
手
道
編
）
の
無
償
提
供
、
②

教
員
向
け
講
習
会
の
開
催
お
よ
び
講
師
派

遣
、
③
生
徒
体
験
授
業
へ
の
講
師
派
遣
、

④
演
武
披
露
へ
の
有
名
選
手
派
遣
、
⑤
授

業
協
力
者
の
派
遣
調
整
な
ら
び
に
講
習
会

の
開
催
、
⑥
専
門
窓
口
（
地
区
コ
ー
テ
ィ

ネ
ー
タ
ー
９
名
）の
設
置
、の
６
点
で
す
。

ま
た
今
回
、
空
手
道
授
業
支
援
の
た
め
の

特
設
サ
イ
ト
も
開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
列
挙
し
ま
し
た
支
援
体
制
も
同

サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。
是

非
そ
ち
ら
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

▽
な
ぎ
な
た
＝
今
浦
千
信
・
全
日
本
な
ぎ

な
た
連
盟
常
務
理
事

「
な
ぎ
な
た
は
認
知
度
が
低
い
た
め
、
ま

ず
は
認
知
・
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
親
し

み
を
持
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
授
業
と
し
て
の
な
ぎ
な

た
は
、
親
し
む
（
知
っ
て
も
ら
う
）、
楽

し
む
（
技
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
）、
愉

し
む
（
技
を
仲
間
と
発
表
し
あ
う
）
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
ぎ
な
た
の
教
育
的
な

利
点
と
し
て
、
①
直
接
の
身
体
接
触
が
な

い
た
め
安
全
で
怪け

我が

が
少
な
い
、
②
用
具

今浦千信氏（なぎなた）桑田秀子氏（弓道）金澤威氏（合気道）秋元宏介氏（少林寺拳法）
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校
で
合
気
道
を
実
施
し
ま
す
。
合
気
道
の

特
徴
は
試
合
が
無
い
こ
と
で
す
。
勝
つ
た

め
じ
ゃ
な
い
の
に
な
ぜ
稽
古
す
る
の
か
、

そ
こ
が
大
事
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
合
気
道
の
良
さ
が
中
学
生
に
も

伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

▽
少
林
寺
拳
法
＝
秋
元
宏
介
・
少
林
寺
拳

法
連
盟
事
務
局

「
少
林
寺
拳
法
は
日
本
人
で
あ
る
宗
道
臣

に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
ま
し
た
。
少
林
寺
拳

法
が
伝
え
た
い
３
つ
の
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
１
つ
目
は
少
林
寺
拳
法
創
始
の
目

的
、
２
つ
目
は
少
林
寺
拳
法
の
特
性
、
３

つ
目
は
少
林
寺
拳
法
の
礼
儀
作
法
で
す
。

武
道
授
業
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
や
学
校
や
生
徒

の
特
性
に
応
じ
た
授
業
内
容
の
提
案
、
日

本
武
道
館
と
共
催
の
全
国
指
導
者
研
修
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

▽
銃
剣
道
＝
鈴
木
健
・
全
日
本
銃
剣
道
連

盟
副
会
長
兼
専
務
理
事

「
銃
剣
道
と
は
木
銃
に
よ
る
突
き
技
の
種

目
で
す
。
明
治
初
期
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
銃

剣
術
が
伝
来
さ
れ
、
槍
の
技
法
を
取
り
入

れ
明
治
中
期
に
体
系
化
さ
れ
ま
し
た
。
２

０
１
６
年
に
は
神
奈
川
の
あ
る
中
学
校
で

授
業
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
中
学
校
で
は
剣

道
に
加
え
て
４
時
間
、
銃
剣
道
の
専
門
で

な
い
教
員
が
安
全
に
、
支
障
な
く
指
導

し
ま
し
た
。
銃
剣
道
の
技
は
突
き
の
み

で
す
の
で
シ
ン
プ
ル
で
す
。
教
え
や
す
く

学
び
や
す
い
と
言
え
ま
す
。
安
全
に
行
え

ま
す
。
遊
び
の
要
素
を
入
れ
て
楽
し
く
行

え
ま
す
。
授
業
で
は
木
銃
の
み
で
行
い
ま

す
の
で
、
衛
生
的
で
経
済
的
で
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
身
体
的
接
触
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
男
女
共
習
で
行
え
ま
す
。
今
回
、
複

数
種
目
と
し
て
の
実
施
を
想
定
し
て
５
時

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

授
業
協
力
者
に
つ
い
て
は
全
国
指
導
者
研

修
会
等
で
養
成
し
て
い
ま
す
。
武
道
推
進

モ
デ
ル
校
へ
の
協
力
と
し
て
は
、
指
導
書

の
配
布
、
授
業
協
力
者
の
派
遣
、
教
員
の

指
導
力
の
向
上
支
援
（
研
修
会
の
参
加
案

内
）、用
具
の
提
供
を
考
え
て
お
り
ま
す
」

鈴木健氏（銃剣道）
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マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

　
月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　
柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　
武
道
の
す
す
め

　
松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　
／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　
い
ざ
！
　
武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　
柔
道
の
す
す
め

　
大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　
剣
道
の
す
す
め

　
森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　
弓
道
の
す
す
め

　
森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　
相
撲
の
す
す
め

　
塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　
空
手
道
の
す
す
め

　
金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　
合
気
道
の
す
す
め

　
多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　
少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　
合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　
な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　
澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　
銃
剣
道
の
す
す
め

　
桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　
古
武
道
の
す
す
め

　
竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　
／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　
武
道
の
す
す
め

　
松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）　／

　
有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　
い
ざ
！
　
武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　
柔
道
の
す
す
め

　
大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　
剣
道
の
す
す
め

　
森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　
弓
道
の
す
す
め

　
森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　
相
撲
の
す
す
め

　
塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　
空
手
道
の
す
す
め

　
金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　
合
気
道
の
す
す
め

　
多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　
少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　
合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
八
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　
な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　
澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　
銃
剣
道
の
す
す
め

　
桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　
古
武
道
の
す
す
め

　
竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　
小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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ニュース

宮
城
県
選
抜
が
初
優
勝

　

第
��
回
全
日
本
短
剣
道
大
会
は
２
月
��

日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
試
合

は
３
分
三
本
勝
負
で
行
わ
れ
、
時
間
内
に

決
着
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
判
定
で
勝
敗

を
決
し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
���
チ
ー

ム
（
団
体
戦
）、
���
名
（
個
人
戦
）
が
参

加
し
、
短
剣
道
日
本
一
の
覇
を
競
っ
た
。

　

ま
た
、
本
大
会
は
国
際
普
及
の
一
環
と

し
て
、
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
が
認
め
た
海

外
か
ら
の
選
手
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
本

年
は
海
外
か
ら
の
出
場
者
数
が
��
名
と
過

去
最
多
と
な
り
、
注
目
を
集
め
た
。

　

◆
団
体
戦
（
３
人
制
）

▼
成
年
の
部

　

決
勝
は
、
初
優
勝
を
狙
う
宮
城
県
選
抜

（
宮
城
）
と
昨
年
優
勝
の
50
普
連
Ａ
（
高

知
）
の
対
決
。
先
鋒
戦
、
宮
城
県
・
山
田

が
果
敢
な
攻
め
を
見
せ
、
判
定
勝
ち
。
中

堅
戦
も
宮
城
県
・
中
島
が
鋭
い
攻
撃
を
展

開
し
、
判
定
勝
ち
と
な
る
。
こ
の
時
点
で

宮
城
県
の
優
勝
が
決
ま
る
。
大
将
戦
、
50

普
連
Ａ
・
小
川
が
試
合
終
盤
で
喉
を
決

め
、一
本
。昨
年
王
者
の
意
地
を
見
せ
た
。

◎
優
勝
＝
宮
城
県
選
抜
・
中
島
克
直
監
督

　

兼
選
手

「
３
人
の
所
属
は
異
な
り
ま
す
が
、
短
剣

道
だ
け
で
な
く
、
銃
剣
道
も
練
習
す
る
仲

な
の
で
、
初
め
て
組
ん
だ
チ
ー
ム
で
も
皆

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
、
一
戦
一
戦
大

切
に
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
人
で

集
ま
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
お

互
い
を
理
解
し
合
い
な
が
ら
稽
古
を
し
た

こ
と
が
結
果
に
繋つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

▼
女
子
の
部

　

決
勝
に
は
、昨
年
優
勝
の
郡
山（
福
島
。

な
お
、
昨
年
は
郡
山
Ａ
と
し
て
出
場
）
と

千
葉
県
選
抜
（
千
葉
）
が
勝
ち
上
が
り
、

覇
を
競
っ
た
。
先
鋒
戦
は
郡
山
・
先
崎
が

胴
を
決
め
て
一
本
勝
ち
。
中
堅
戦
、
郡

山
・
村
越
が
胴
を
２
本
決
め
て
勝
利
を
収

め
る
。
こ
の
時
点
で
優
勝
が
決
定
し
た
郡

山
は
そ
の
後
の
大
将
戦
で
も
郡
山
・
軽
部

が
二
本
勝
ち
で
、
勝
利
。
３
｜
０
で
郡
山

が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。

▼
高
校
生
の
部

　

横
浜
修
悠
館
Ｃ
（
神
奈
川
）
と
博
真
館

（
山
梨
）の
決
勝
戦
。
先
鋒
戦
、修
悠
館
Ｃ
・

佐
野
は
博
真
館
・
田
嶋
に
胴
を
先
取
さ
れ

る
も
、
そ
の
後
、
胴
を
２
本
決
め
、
勝
利

す
る
。
中
堅
戦
、
勢
い
に
乗
っ
た
修
悠
館

Ｃ
・
湯
本
も
二
本
勝
ち
と
な
り
、
優
勝
を

決
め
る
。
そ
の
後
、
大
将
戦
で
博
真
館
・

小
田
切
が
胴
を
２
本
決
め
、
一い
っ

矢し

報
い
る

が
、
修
悠
館
Ｃ
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

団体戦・成年の部決勝・中堅戦＝宮城県選抜・中島克直（右）が攻める

ୈ �� ճશຊಓେձ 団
体
戦
成
年
の
部
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▼
成
年
の
部
Ａ
（
��
歳
以
下
）

　

決
勝
は
昨
年
３
位
の
大
西
洸
と
昨
年
２

位
の
竹
内
大
介
の
50
普
連
同
士
の
対
決
。

勝
負
は
大
西
が
胴
を
２
本
決
め
、
勝
利
。

悲
願
の
初
優
勝
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
��
普
連
・
大
西
洸
選
手

「
今
ま
で
最
高
順
位
が
３
位
だ
っ
た
の

で
、
今
日
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
最
高
の

結
果
が
出
た
と
思
い
ま
す
。
１
日
１
日
継

続
し
て
練
習
を
し
た
こ
と
が
今
回
の
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
今
年
の
団
体

戦
の
結
果
が
２
位
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
リ

ベ
ン
ジ
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

▼
成
年
の
部
Ｂ
（
��
歳
以
上
��
歳
以
下
）

　

決
勝
は
、
山
口
徹
（
第
18
普
連
）
と
昨

年
成
年
の
部
Ａ
の
優
勝
者
・
小
川
直
希

（
50
普
連
）
の
対
戦
。
山
口
が
胴
を
２
本

決
め
、
４
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
っ
た
。

▼
成
年
の
部
Ｃ
（
��
歳
以
上
）

　

決
勝
は
初
優
勝
を
狙
う
長
谷
川
元
（
新

潟
県
選
抜
）
と
６
度
目
の
優
勝
を
狙
う
相

野
照
昭
（
青
森
県
選
抜
）
の
対
決
と
な
っ

た
。
勝
負
は
、
長
谷
川
が
胴
を
決
め
、
一

本
勝
ち
。
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▼
女
子
の
部

　

決
勝
は
、
２
連
覇
を
狙
う
青
柳
み
さ
え

（
１
普
連
）
と
山
口
あ
や
子
（
千
葉
）
の

対
戦
。
青
柳
が
試
合
序
盤
に
胴
を
２
本
決

め
、
勝
利
。
圧
巻
の
強
さ
を
見
せ
た
。

◎
優
勝
＝
１
普
連
・
青
柳
み
さ
え
選
手

「
去
年
も
優
勝
し
て
い
た
の
で
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
一
戦
一
戦

頑
張
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
練
習
は

集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
し
た
。
今
後
は
後
輩
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

▼
高
校
生
の
部

　

決
勝
へ
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
古
川
ク
リ

ス
チ
ア
ン
と
野
澤
和
将
の
文
星
芸
術
大
附

属
同
士
の
対
決
。
試
合
は
、
古
川
が
攻
め

の
姿
勢
を
見
せ
、
判
定
勝
ち
と
な
っ
た
。

♢

　

今
大
会
は
女
子
団
体
戦
で
マ
レ
ー
シ
ア

選
抜
と
台
湾
選
抜
が
ベ
ス
ト
８
に
勝
ち
進

む
な
ど
、
海
外
選
手
の
活
躍
が
注
目
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
ベ
ス
ト
８
に
勝
ち
進
ん
だ

マ
レ
ー
シ
ア
選
抜
の
監
督
を
務
め
、
自
身

も
選
手
と
し
て
参
加
し
た
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ�

・
バ
テ
ィ
ス
ト
氏
に
話
を
伺
っ
た
。

▽
タ
ヴ
ェ
ル
ニ
エ
・
バ
テ
ィ
ス
ト
監
督
兼

　

選
手
（
マ
レ
ー
シ
ア
選
抜
）

「
今
後
、
技
術
的
に
高
め
る
必
要
は
あ
り

ま
す
が
、
女
子
の
部
で
は
台
湾
と
マ
レ
ー

シ
ア
選
抜
が
ベ
ス
ト
８
に
入
る
な
ど
海
外

勢
が
頑
張
り
ま
し
た
。
欧
米
に
も
銃
剣
道

は
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
大
会
に
出
場
す

　

◆
個
人
戦

る
た
め
に
日
本
に
来
る
こ
と
は
少
な
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
強
い
選
手
は
い
る
の

で
、
大
会
へ
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね
」

【
大
会
結
果
】　

◆
団
体
戦　

▼
成
年
＝
①
宮
城
県
②
50
普

連
Ａ
③
18
普
連
、
16
普
連
▼
女
子
＝
①
郡

山
②
千
葉
県
③
栃
木
県
、
１
普
連
▼
高
校

生
＝
①
横
浜
修
悠
館
Ｃ
②
博
真
館
③
勝
田

工
業
高
Ｂ
、
文
星
芸
術
大
附
属
Ａ

♦︎
個
人
戦　

▼
成
年
Ａ
＝
大
西
洸
（
50
普

連
）
②
竹
内
大
介
（
50
普
連
）
③
佐
々
木

拓
也
（
34
普
連
）、
佐
々
木
康
行
（
東
北

方
面
特
科
隊
）
▼
成
年
Ｂ
＝
①
山
口
徹

（
18
普
連
）
②
小
川
直
希
（
50
普
連
）
③

山
口
洋
次
郎
（
101
施
設
器
材
隊
）、
菊
池

純
（
34
普
連
）
▼
成
年
Ｃ
＝
①
長
谷
川
元

（
新
潟
県
）
②
相
野
照
昭
（
青
森
県
）
③

小
池
晃
弘
（
32
普
連
）、
間
木
野
睦
（
20

普
連
）▼
女
子
＝
青
柳
み
さ
え（
１
普
連
）

②
山
口
あ
や
子（
千
葉
県
）③
上
田
碧（
福

岡
桜
組
）、
佐
々
木
寿
代
（
栃
木
県
）

▼
高
校
生
＝
①
古
川
ク
リ
ス
チ
ア
ン
（
文

星
芸
術
大
附
属
）
②
野
澤
和
将
（
文
星
芸

術
大
附
属
）
③
青
木
心
平
（
文
星
芸
術
大

附
属
）、
糸
山
十
太
（
横
浜
修
悠
館
）

個人戦・成年A決勝＝大西洸（右）対竹内大介

個人戦・女子決勝＝青柳みさえ（右）が2本目の胴を決める

心技体 人を育てる総合誌
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